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研究主題

主体的に学び行動できる資質や態度を育成する指導の工夫

主 題 設 定 の 理 由 と研 究 経 過

第三の産業革命 をもた らす と言 われる情報技術(IT)革 命。パ ソコンや携帯 電話等 、生徒 の

身近な環境 の中に も、その流 れは着 実に浸透 して きてい る。ITに よって情報 は、瞬時 に世 界

を駆 けめ ぐ り、社会 を大 き く変革す る。この ような激変す る21世 紀 の情報社会 を生 きぬ き、 平

和 的 ・民 主的な国際社 会 を建設 してゆ くため に、必ずや一人ひ と りが国際 的視 野か らの判 断 を

求 め られる ことになるであろ う。

そ こで、本部会 では、 こうした21世 紀 に続 くであろ う時代 変化 の認識 に基づ き、生徒 一 人 ひ

とりが 自 ら課題 を設定 し、考察 ・判断 ・行動で きる資 質や態度 を育 むこ とを 目的 と して、以 下

の3つ の視点 か ら、この研究 に取 り組 んだ。

1異 民族 ・異文化 との共存 を考 えるための視点

冷戦終結 は民族 の対立や融和 と経済の グローバル化を招い た。国際化 とはこの文脈 の中で 理

解 され るべ きであ り、 そこで必要 となって くるのは異民族 ・異文化 との共存の 能力 である。 共

存 に至 る過程 には認知 、衝突 、譲歩 など様 々な相が見 られるが 、本 グルー プで は、異民族 ・異

文化 との接触か ら共存 に至 る過程の諸相に対 して、バ ルカン半島 に於け る民族紛争 と国際 協 力

とい う2つ の問題 を取 り上 げ、生徒が この共存 能力 とい う点 に於いて、主体的 に学 び行動 で き

る資 質や態度 を身 に付 け、高め られ る指導 の工 夫を試みた。

II日 本の国際関係の あ り方 を考 えるための視点

これ まで、わが国の国際関係は、経 済大 国 としての優位性 に依存する部分が大 きか った。 し

か し、 これか らは、激変す る世 界情 勢の中で多様 な視点 に基づいて、再構 築 され なけれ ば な ら

ない。21世 紀 に生 きる 日本人 と して、国際関係 のあ り方 を考え るために どの ような視点が 大切

なのかについて、生徒 一人 ひと りが 自らの課題 として学習する ことが重 要であ る。本 グルー プ

はそ う した観点か ら、「幕 末 日本の国際環境」、「日本に よる植民地支配 下 の朝鮮 」、 「今 世紀 初

頭 の国際関係 と15年 戦争」、「サ ンフ ランシスコ平和条約 の成立」 を題材 として選 び、生徒 が主

体的 に学び行動 で きる資質や態 度を育成す る指導の工夫 を試 みた。

皿 アジア をめ ぐる文化 交流 と交易

国際 化や世 界の一体化が進み、人的物的交流 ・接触 の機会 は限 りな く増加 している。そ れ に

伴 い、 自国の文化 を認識 した上 で、多様 な文化 を理解 ・尊重 し、複眼的 な視点 か ら物事 を判 断

で きる生徒 を育 成す る ことが 、よ り一層求め られて くる。 また欧米 だけで な く、アジア との国

際交流 の比重 は、今後 ます ます高 まって行 くであろ う。過去 の時代 に も、アジア をめ ぐる文 化

交流や交易 は、盛 んに行 われて きた。 アジアは長い間文明 の先進地域 を抱 えてお り、そ こか ら

派生す る交流や交易 は新 しい豊か な文化 を創 造 し、その後 の歴史 に多大 な影響 を与 えた。 この

ような歴 史を学ぶ こ とは、国際社会 に生 きる生徒 の資 質を育成す るの に大いに役立つであろう。

そ こで本 グループで は、「東 アジアにお ける仏教圏の形成」、「『世 界の記述 』 か ら見 た東 西 交

流 」、「陶磁器」を題材 にア ジアをめ ぐる交易 と文化交流 の視 点か ら授業展 開の工 夫 を試みた。
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1異 民族 ・異文化 との共存 を考 えるための視点

1旧 ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィアの 解 体 と民 族 紛 争

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 第 一 次 世 界大 戦 が 終結 す る まで世 界 地 図 に はユ ー ゴ ス ラ

ヴ ィア とい う国 は な か っ た。 ユ ー ゴス ラ ヴ ィア とい う国 が つ くられ た 地域 は以 前 は オ ー ス

トリアの 領 土 で あ り、 オ スマ ン帝 国 の 領 土 で あ っ た 。 第 一次 世 界 大 戦 後 、 ス ラ ブ系 の 民 族

で あ るセ ル ビ ア人 、 ク ロ アチ ア人 、 ス ロベ ニ ア 人 、 モ ンテ ネ グ ロ人 、 マ ケ ドニ ア人 が 住 ん

で い る地域 に セ ル ビ ア人 ・ク ロ アチ ア 人 ・ス ロベ ニ ア 人 王 国(1929年 に ユ ー ゴス ラ ヴ ィア

王 国 に改 称)が つ く られ た 。 住 民 の 多 くは キ リス ト教徒 で あ っ た が 、 中 に は ス ラ ブ 人 で あ

りなが ら も、 長 い オ スマ ン帝 国 支 配 の あ い だ に イス ラム教 に改 宗 した ス ラ ブ人 もい た。 ま

た 、 キ リス ト教 徒 で あ って も カ トリ ッ ク もい れ ば ギ リ シア正 教 徒(セ ル ビア 正 教 徒)も い

た 。 そ して 第 二 次 世 界大 戦 終 了 後 、 連 邦 共和 国 が成 立 したが 、 テ ィ トー亡 き後 は 、 以 前 か

らの 民 族 対 立 や 経 済 の 地 域 格 差 に対 す る不 満 な どか ら連 邦 は解 体 し、各 地 で民 族 紛 争 が み

られ る よ う に な っ た。21世 紀 の 国 際社 会 は今 まで以 上 に異 民 族 や 異 文 化 との接 触 ・交 流 が

多 くな り、 異 民 族 や 異 文 化 との 共存 ・協 調 が重 要 な課 題 とな るで あ ろ う。21世 紀 に生 き る

人 間 と して 、 民 族 の 違 い や 文 化 の違 い に よっ て生 じる諸 問 題 をい か に解 決 し、異 民 族 や 異

文 化 との共 存 につ い て 、 生徒 が 自 ら考 え 、課 題 を追 究 して い くこ とが で きる よ う本教 材 を

取 り上 げ た 。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は5時 間構 成 の 第4時 限 にあ た る。 第1時 限 で は 、人種 とは何 か 、

世 界 の お もな 人種 とそ の 分布 につ い て学 習 す る。 第2時 限 で は、 民 族 と は何 か 、世 界 の お

もな語 族 とそ の 分布 につ い て学 習 す る。 第3時 限 で は 、世 界 の お も な宗 教 とそ の分 布 に つ

い て学 習 す る 。 第4時 限 で は 旧ユ ー ゴス ラ ヴ ィア の 民 族 問題 につ い て 学 習 す る。 第5時 限

で は キ プ ロ ス とス リラ ンカ の民 族 問 題 につ い て学 習 す る 。学 習 指 導 要 領 で の 関 連 分 野 は 地

理Bの 「(3)現 代 世 界の 諸 課 題 の 地 理 的 考 察」 の 「ク 民 族 、 領 土 問題 の 地域 性」 であ る。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ 旧 ユ ー ゴ ス ○ 旧 ユ ー ゴス ラ ヴ ィア と新 ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィア を確 認 す る 。 ○ ヨ ー ロ ツ

ラ ヴ ィァ と新 ○ 旧 ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィア は6つ の 共 和 国 、5つ の民 族 、4つ パ にお け る

導 ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ の 言 語 、3つ の宗 教 、2つ の 文 字 が あ る民 族 構 成 が 複 雑 な 旧 ユ ー ゴ ス

ア 1つ の 国 家 で あ っ た こ とを理 解 させ る。 ラ ヴ ィア の

○ 旧 ユ ー ゴ ス 位 置 を地 図

入 ラ ヴ ィア の 複 帳 と プ リ ン

雑な民族構成 トの 地図 で

確認
「
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○ ユ ー ゴ ス ラ ○ ヨー ロ ッパ 人(ゲ ル マ ン民 族 、 ラテ ン民 族 、ス ラブ民 族) 06つ の共

ヴ ィ ア の 国 名 と南 ス ラブ 人 の起 源 と移 動 につ い て 理 解 させ る 。 和 国 の位 置

の由来 06つ の共 和 国 、5つ の 民 族 、4つ の言 語 、3つ の宗 教 、 を プ リ ン ト

○複雑な民族 2つ の文 字 を理 解 させ る(6つ の共 和 国 、5つ の民 族 、4 の地 図で 確

構成 つ の言 語 、3つ の 宗 教 、2つ の 文字 の 関係 を ま とめ た プ リ 認
展 ン トを配 布 す る)。 05つ の民

○ お もな5つ の民族 ごとに5つ の共和国が構成 され てい る 族 の分 布 を

が 、 ボ スニ ア ・ヘ ル ツェ ゴ ヴ ィナ共 和 国 は複 数 の 民 族 ・宗 地 図で確認

教 が 混 在 してい る こ とを理 解 させ る。

○歴史的 な民族対立 や、連邦内での南北の経 済格 差 な どの

開
ため に民 族紛争 が激化 し、分離独立 した ことを理解 させる。

○分離独 立 した新 しい 国家 において も、内戦が お こっ た こ

と を理 解 させ る(特 に ボス ニ ア の 内戦 につ い て)。

○ 新ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィア にお い て も コ ソヴ ォ 自治 州 の ア ルバ

ニア人問題 な ど、まだ民族問題が解決 していない こ とを理

解 させ る 。

○多民族国家 ONATOを 中心 と して 、平 和 ・共 存 へ の 努 力 が な され て

ま

と

め

の課 題 い る こ と を理 解 させ る 。

○ 民 族 問 題 の 解 決 は容 易 な こ とで は ない が 、 これ か ら の 国

際社会 においては重要 な課題であ ることを理 解 させる。

(4)評 価の観点 ①世 界の諸地域 には深刻 な民族 問題 ・民族紛争 がみ られる地域 もあ る こ

とを理解で きたか。②民族 問題の解決 は国際社会 において重要 な課題 であるこ とが理解 で

きたか。③ 異民族 ・異文化 を理解 し、尊重する ことが大切で あるこ とを認識 で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①世界の国々の中には複数の民族か らな り、複数の言語が使 われ て

いる国 も多い ことを理解 させる。②世 界の多 くの地域で民族問題 ・民族紛争がみ られる こ

とを理解 させ る。③ 多民族国家であって も特 に問題のみ られない国家 もあれば、多 くの問

題 を抱 えている国家、 さまざまな努力 を してい る国家 も多い ことを理解 させ る。
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2バ ル カン半 島における民族対立

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 米 ソ冷戦構 造が崩壊 したの ち、世 界各 地で民族 自立 を掲

げ た多 くの民族紛争 が勃発 している。 中で も最 も複 雑で過酷 な状況 を もた ら している紛 争

が 「バ ルカ ンの民族紛争」であ る。バ ルカン半島 における民族対立 は、半島の地理 的特 殊

性 によ り多 くの民族が半 島内 に流入 した こと、 ビザ ンツ帝 国、オスマ ン帝 国の支 配に対 す

る異文化の受容 と反発 、 また、ハ プスブル ク帝国に よる支配 な ど複雑 な支配 関係 を歴 史 的

観点か ら追求 し、そ こか ら派生 した民族主義 が現在 のバ ルカ ン紛争の要 因 となってい る こ

とを学ぶ。 この問題 を とお し、民族の違い、文化 の違 いによる摩擦が戦争 にまで発展 す る

こと、 また異文化 を受容 し、国際協 調、共存 の考 えが大切で あることを理解 させ る。 現代

社会 では異文化 との接触 は避け られない状況 である。その よ うな国際状況の 中、異文 化 と

の接 触で どの ような問題が派生 し、それ を解 決 しともに真の 国際社会 を築 いてい くため に

は どうすれば よいのか を考えていかなければな らない。21世 紀 に生 きる生徒が 、国際 社会

に生 きる人 と して、主体的に考え、行動 で きる よう本教材 を取 り上げた。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は4時 間構 成 の 第3・4時 限 目にあ た る。 第1・2時 限 目で は 、

ロ シ ア の南 下 政 策 とオ ス マ ン帝 国 の領 土 をめ ぐる 「東 方 問 題 」 を学 ぶ 。 本 時 で は、 第 一 次

世 界大 戦 前 のバ ル カ ン戦 争 か ら大 戦 後 の 国 境 線 画 定 まで をサ ラ イェ ヴ ォの街=に焦 点 をあ て 、

「ヨー ロ ッパ の 火 薬 庫 」 か ら第 一 次世 界大 戦 へ 、 そ の後 の 国家(ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィア)の 成

立 が 強 国の 利 害 に よ っ て決 定 さ れ た歴 史 的 背 景 を理 解 させ る 。 さ らに 、 第二 次 世 界 大 戦 後

の テ ィ トー に よ る多 民 族 国家 の 経 営 、冷 戦 構 造 崩壊 後 の民 族 対 立 の噴 出 、 異民 族 共 存 の 難

しさや ま た その 必 要 性 を理 解 させ る こ と を 目的 とす る 。最 後 に現 在 のユ ー ゴス ラ ヴ ィ ア 紛

争 の 概 略 を解 説 した うえで 、 イ ン ター ネ ッ ト ・新 聞 を利 用 し過 去 の歴 史 で は な く同 時 代 に

起 きて い る問 題 で あ る こ と、 そ の 解 決 の 難 しさ、必 要 性 を認 識 させ て い く予 定 で あ る 。 学

習 指 導 要 領 で の 関 連 分 野 は 「世 界史A」 の 「(3)現 代 の世 界 と 日本 」 の 「オ 地 域 紛 争 と

国 際社 会」 及 び 「世 界 史B」 の 「((5)地 球 世 界 の 形 成 」 の 「工 国 際 対 立 と 国 際 協 調 」

で あ る 。 また 、 「地 理B」 の 「(3)現 代 社 会 の 諸 課題 の 地理 的 考 察 」 の 「ク 民 族 領 土 問

題 の地 域 性 」 と関 連 して学 ん で い くこ と も有 意 義 で あ る。

(3)展 開 例(2時 間続 きの指 導 案 で あ るが 、1時 間 ご との授 業 も可 能 で あ る。)

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ 新 ユ ー ゴ ス ラ ○新ユ ーゴの大統領選挙の結果や外務省のホームペー パ ソ コ ン

導 ヴ ィアの 概 要 ジ をみ て 身近 に感 じる。

○第一次 大戦 前 ○ 白地 図 に3C政 策 の拠 点 、3B政 策 の拠 点 を記 し、 白地 図

入 の列強の政策 また 地 図 か ら ロ シア の 「南 下 政策 」 の ね らい を知 り、 プ リ ン ト

バル カン半島の戦略 的重要性 を理解す る。 「現代世 界」

○民族主 義 、 領 ○ オ ー ス トリア の ボ ス ニ ア併 合 、バ ル カ ン同 盟 の 結

土拡張政策 成 までの出来事 を時系列 に理解す る。
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0バ ル カ ン戦 争 に つ い て学 び、特 に 第二 次 バ ル カ ン

戦争 はス ラヴ民族 同士の戦争 だった事 に着 目する。

○ サ ラ イェ ヴ ォ ○ サ ライェヴ ォ事件お よびその逸話を紹介 し僅 か な プ リ ン ト

事件 きっ か け と偶 然 か ら、セ ル ビア の一 青 年 が 放 っ た 銃

弾 が世 界大戦 に繋が った ことを理解 させ る。

○ 第一 次大 戦 後 ○ ヴ ェ ルサ イユ 体 制 の もとユ ー ゴス ラ ヴ ィア が 、 列

展
の新 国家誕 生 国 の利 害 の も とに誕 生 した こ と を知 る 。

○ ナ チ ス ・ ド イ ○ 第二 次 世 界大 戦 時 、ナ チ ス ・ドイツの政策 に よ り、

ツに よる民族 分 民 族分断が 図 られクロアチア人の極右組織 「ウ ス タ

断政策 シ ャ」 に よるセ ルビア人虐殺があ り民族対 立が 激化

した こ とを知 る。

○ テ ィ トー の 民 0テ ィ トー大統領 による 「自主管理社会主義 」 の概

族共存政策 略 を説明 し、危 ういバ ランスの上 に も民族 共存 の道

が 開 か れつ つ あ った こ とを 理 解 す る。

○連邦崩壊 ○現在 のバ ルカン諸国の地図 を用 い、経済 不振 や米 白地図

開
ソ冷戦構造の終結後連邦 が崩壊 した事 を理解す る。

○民族紛争 092年 ボ ス ニ ア紛 争 の資 料 写真 をホ ー ムペ ー ジ か ら パ ソ コ ン

ダウ ンロ ー ドし、サ ラ イェ ヴ ォ とい う街 の 悲 劇 お よ

び戦 争 と平 和 につ い て 考 察 させ る 。 ま た 、 ユ ー ゴ ス

ラ ヴ ィア関 係 の ホ ー ム ペ ー ジ を見 て 、民 族 紛 争 の 解

決 が 容 易 で ない こ と、逆 に 政 治 ・国連 の レベ ル で 共

一
存 の道 を探 って い る こ とな ど を知 る 。

ま
と

○ 「戦争 と平和」

「民族紛争」

○ 「サ ラ イ ェ ヴ ォ」 「民 族 主 義 」 「民 族 共 存 」 の テ ー

マ で戦 争 と平 和 につ い て 自分 な りの考 え を ま とめ て

め
み る 。

(4)評 価の観点 評価 は単 に歴史的知識 の習得 のみに観点 をおかず、過去の 出来事か ら現

在 に学ぶ こ とは何で あるか考察す ることが大切 である。パ ソコ ンや新聞 ・資料 を多 く使 う

こ とに より、生徒 自身が考 え多様 な価値観 を持 つプロセスを大切 に したい。 また、最 後 に

レポ ー トを課す ことによ り自らの考え をまとめる力 を養 うこと も大切であ る。① 大戦前 の

列強の政策が理解で きたか。②民 族主義 が戦争 に繋が ることもあ り得る ことを理解で きた

か。③ 異民族 ・異文化 を理解 し尊重 する態度が大切である ことを認識で きたか。

(5)指 導上の留意点 ① ホームペ ージはあ らか じめ ア ドレス を提 示 し、見 に行 くまで に時

間がかか らない ようにする。②生徒が視覚的 に理解で きる ように地図 ・資 料はわか りや す

い もの を用意する。③ 生徒が 自ら考 えることが出来 るよう、考察す る時 間や発 問に考慮 す

る。④ 関連す る他の科 目、特 に地理 との連携 に配慮 し、「地理B」 の 「〔3)現 代 社 会の 諸

課題の地理的考察」の 「ク 民族領土問題の地域性 」 との関連に配慮す る。
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3国 際協 力に見 る異文化 との共存

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 現在 に至 る まで様 々な援助主体 によ り国際協力が行 なわ

れて きたが 、その過程で 多 くの問題点が浮上 し、その幾つかは解決 され、 また残 りの幾 つ

かは課題 と して残 った。 問題発生 の根源的要 因の一つ と して、 「非西 欧 的 な もの は遅 れ た

もの、開発 ・改善 されなければな らない もの」 とす る考 え方が、 これ までの国際協力 の 主

体者側 にあ ったこ とが あげ られる。先進 国の技術や生産様式 、またその背景 となる考 え方

がその ままでは発展途上 国に適合せず 、問題 を解決す る どころか む しろ拡大す る場合 す ら

少 な くなか った。今 や、そ うした考 え方 を払拭 し、多様性 を認め 、尊重す ることが求 め ら

れ始めてい る。援助が定着 し、援助対象 の 自立 を促す ための条件 は、援 助 をされ る側 の主

体性 を引 き出す よ うな 「援助 される者 の立場 に立 って考 えられた もの」であ るとい うこ と

であ り、そ れは地域性 の理 解の上 にのみ成 り立つ異文化の尊重 と理解 に他 な らないので あ

る。そ して 、この非西欧 的なる ものの中に、我 々先進国が模索 している 「持続可能な進歩 ・

発展 ・成長」 の方策 の ヒン トが 隠 されている可能性があ る点で も、この こ とは大 きな意 味

を持つ。

(2)本 時 の ね らい こ こに示 す の は9時 間構 成 の 第4～5時 限 と第8～9時 限 で あ る 。 第

1～3時 限 で は 、途 上 国 の抱 え る 諸 問題 とそ の構 造 、 国際 協 力 の 主 体 と して 国 際 機 関 、O

DA、NGOそ れ ぞ れ に つ い て の仕 組 み と実 績 及 び 問題 点 な どを 、第4時 限 以 降 の た め の

基礎 知 識 と して紹 介 す る 。 第4～5時 限 で は 、 ア ジ ア にお い て 食 糧 増 産 援 助 策 と して 導 入

され た 先 進 国 型 農 業 が もた ら した社 会 的 変 化 の 事 例 を通 して 、 「地 域 性 の 尊 重 の 重 要 性 」

に つ い て 理 解 させ る。 第6～7時 限で は 、バ ン グ ラデ シ ュ にお け る 日本 のNGOの 具 体 的

活 動 例 を通 して 、 「異 文 化 との 共 存」 の鍵 とな る 、 「表 面 事 象 の 背 景 や 構 造 的 要 因 の理 解 の

必 要性 」 につ い て理 解 させ る。 第8～9時 限で は、 シ ミュ レー シ ョ ン教 材 を利 用 した 参 加

型 学 習 に よ り、「異 文 化 との 共 存」 に つ い て の実 践 的 考 察 を深 め る 。 な お 、 学 習 指 導 要 領

に お け る関 連 分 野 は 、「地 理A」 の 「(2)地 域 性 を踏 まえ て と ら え る現 代 世 界 の 課 題 」 の

「イ 地 球 的 課題 の 地理 的 考 察」 の 「ア 諸 地域 か ら見 た 地 球 的 課 題 」 や 、 「地 理B」 の

「(3)現 代 世 界の 諸課 題 の 地理 的 考 察 」 の 「オ 環 境 、エ ネ ル ギ ー 問 題 の 地 域 性 」、 「力

人 口 、 食 料 問 題 の 地 域 性 」 及 び 「キ 居 住 、 都 市 問 題 の 地域 性 」 な どで あ る 。

(3-1)展 開例(第4～5時 限)

学 習項 目 学 習 活 動 備 考

○ ア ジアの 絶 ○ア ジア各地の絶対的貧困者 数の多 さを 日本 の人 口 「アジア地域 の貧

対的貧困者数 と対 比 させ なが ら理解す る。 困者 数」
導

○稲魂信仰 ○ ジ ャ ワ島 の 二 ・ポ ハ チ 伝 説 とア ニ ア ニ を知 る 。 「二 ・ポ ハ チ 伝 説

入
○緑 の革命は 、貧困層救済のため、食料不 足解 消 の 概 略 」 「ア ニ ア ニ

決定打 と して導入 された経緯 を理解する。 の 図」

1 ○ 国及び地域 を地図帳で確認 する。

1 ○在来種 とH ○高収 量品種(HYV)開 発の歴 史 とその特性 につ い 「米 の在来種 と高
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YVの 特 性 の て、在来種の それ と比較対照 しなが ら理解す る。 在 収量種の比較」

比較 来種 の特性が 自然条件 に合致 し、それに応 じて 在来 「トラ ク タ ー 導 入

農法が確立 された事 を理解する。 による影響」

展 OHYV定 着 OHYVの 定着 には相当の経済力が必要で あ り、貧 「HYV導 入 に必

の条件 困層救済 にな り得 なかった事 を理解す る。 要 な諸条件」

OHYVの 短 OHYV導 入 によるコス ト増加 は収穫量増加 を上 回 「HYV導 入 に よ

所 り、 農業 経 営 を圧 迫 した こ と を理 解 す る 。 る生産費変 化」

開 ○ ジ ャ ワ 島 に ○ ジ ャ ワ島 にお い て、 人 口急 増 とHYV導 入 が エ ン 「緑 の革 命 に起 因

おけ るHYV ク ロー ジ ャー を進 め 、貧 困 層 を拡 大 させ た こ と を 、 す る社会 問題」

導 入 に よる社 社 会構造 の観点か ら理解す る。 「ジ ヤワの収 穫 制

会変化 度 の変遷」

○地域性 を重 OHYVと 在来種浮 き稲 との交 配種IR422の 成功 「化学肥 料使 用 と

ま 視 した新品種 例 を通 して、地域性 の尊重 の重要性 を理解す る。 地力維持の重要性」

○有機農 法へ ○ フ ィリピンにおけるNGOに よる緑の革 命か ら有 「病虫害 の爆 発 的

と の転換事例 機農法への転換の成功事例 を通 して、地域性 の 尊重 発生 の 要 因 」 「在

の重要性 を理解する。 来品種 ・農法 尊重

め ○ 地域 に合 っ ○途上国 に導入す るには どの ような農法が よい か を の有 効性 」 「有機

た農法 考 え る 。 農法の有効性」

(4-1)評 価 の観点 ①途上国地域 の在 来農法 、社会構造 、文化 などは、先進 国に対 して

決 して遅 れた もの ではな く、地域性 との調和 を持 って必然的 に形成 され ているこ とを理 解

で きたか。②先進 国技術 による緑の革命が途上 国の農村社会 に もた らした功罪 につ い て理

解で きたか。③開発 ・成長 、進歩 ・発展の理念 を具現化す る方法 につ いて、先進 国の もの

が唯一絶対 ではな く、文化が異 なればその方法 もまた異 なるこ とを認識 し、21世 紀 の国 際

協力 の在 り方 を考 えるこ とがで きたか。

(5-D指 導上の留意点 ① 貧困の原因は人口急増で はな く、所得分配の不平等で あ る こ

とを押 える。②取 り上 げた地域 については地図帳 な どを用 いて確認 させ る。③ 先進 国の 文

化 と途上 国の文化 の どち らが正 しいのか とい うような二者択一的思考 に陥 らせず 、文化 は

夫 々の地域性 に根 ざ した もので あ り、必然性 を備 えているこ とを押 える。

(3-2)展 開例(第8～9時 限)

1 学 習項 目1学 習 活 動 備 考

導

入

○ シ ミ ュ レー

シ ョンの説 明

○ シ ミュ レー シ ョン教材 「Y国Z村 の 農 村 開 発 援 助

プ ラ ン」 につ い て 説 明す る 。

展

1開

○ シ ミュ レー

シ ョンの 開始

○ 状 況 設 定 、Y国 基礎 デ ー タ、Z村 農 村 マ ッ プ 、Y

国 関 係者 資 料 を説 明 し、 ス ラ イ ドに よ る地 域 紹 介 を

1行 う。 そ の後4つ の 開 発援 助 プ ラ ンを示 す 。

○ ワ ー ク シ ー ト

1-3

0ス ラ イ ド
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○援 助 プ ラ ン ○ グルー プに分 かれ、援助 プラ ンの検討を指示する。

の検討 ○ 決定 したプ ランとその決定理 由を発表 させる。

○発 表 ・再 発 ○ プ ランの再検討 を指示す る。

表及び討論 ○ 再決定 プランとその決定理 由を再発表 させる。

○ グループの発表が終了後、質疑応答 と討論 を行う。

ま

○ ま とめ ○ 立場 や考えの違 いによって採択するプ ランが異 な

るこ とを示 し、誰 のための援助か慎重 に考 える こ と

と
が重要 であるこ とを説明す る。その際 、地域 性 の理

解 の上 に立 って相手先の文化 を尊重す るこ とが 大切

め
で あ る こ とを説 明 す る。

○ この授業 で学 んだこ と及び感想 を記 入 させ る。 ○ ワ ー ク シ ー ト4

(4-2)評 価 の 観 点 ① 主 体 的 に学 び行 動 す る ことがで きた か。② 地域 性 の理 解 の上 に立 っ

て 、 異 文 化 を尊 重 ・理 解 す る こ とが 重 要 で あ る こ とを認 識 で きたか 。 ③(4-1)の ③ に同 じ。

(5-2)指 導上の留意点 ① 発展途上国の人々 も日本人 も同 じ地球 に生 きる市民で あ る こ

とに気づかせ るよう留意す る。② 国際社会 における先進国 日本の役割 について発展的 に考

え られ るよう留意す る。③ 各 グループの援助 プ ランの検討が進 まない場合 、状況 によ って

は検 討が進む よう教師が適宜助言 を行 う。

◎資料 「望 ま しい援助 とは～Y国Z村 の農村開発 援助 プラン」 ワークシー ト1～4抜 粋

●1.「 状況設定」 『あなた方は後発発展途上 国であ るY国 に派遣 された援助 プラ ン評 価専 門

家チ ームです 。今Y国 ではZ村 の農村 開発援助 プランが4つ 示 されてい ます。そ こであ なた は

方は4つ の援助 プラ ンか ら最適 の もの を1つ を選択 し、Y国 政府 に助言 して下 さい。あ なた方

の仕事 は責任重大 です 。それでは頑張 ってY国 に最適の援助 プ ランを決定 して下 さい。』

●2.「Y国 概要 及び基礎 デー タ」 「Y国 は東南 アジアの 赤道 直下 に位 置す る後発 発 展途 上

国であ る。国土 は山が ちで、気候 は主 に熱帯雨林気候 、宗教 は上座部仏教 である。主な産業 は、

在 来種 を在来農法で栽培す る稲作 を中心 とした農業で、人口の約80%は 農村 に居住 している。

農民 は大地主、 自作農民 、小作人、土地 な し農民で構成 され ている。人口 はこの30年 間で急激

に増加 し、貧困層が増 え貧富の差 も拡大 している。農村で は土地 な し農民が増 え、貧 しくて学

校 に行 け ない子 どもの数 も激増 してい る。山間部 には焼畑や狩猟 を行 って 自給 自足の生活 を営

む少 数民族W族 が暮 ら してい る。援助対象地域 のZ村 は平野 と山地か らな り大 きなX川 が 流 れ

ている。山地には熱帯雨林 とW族 の居住地域 がある。 このZ村 は首都か ら遠 く離れ、Y国 の 中

で も開発の遅 れた貧 しい地域 である。なお今 回のプランの予算上限額は10億 円である。』

●3.「Y国 関係 者 か らの聞 き取 り調査」

1.Y国 政府官僚 「この国は貧 しいですが、人々は仕事熱心で大 変 よ く働 き、 これか ら発

展す る可能性 は高 い と言 え ます。従 って電力や道路や水道 な どを整備 して工場 を建設 すれば、

急 速 に発展 してい くと考 えてい ます 。またこの国の豊かで美 しい 自然 と歴 史の古 い寺 院や伝 統
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文 化 を外国の人々に知 って もらうため 、観光地化 したい と思 ってい ます。従 って外 国の会 社 と

資金 を出 し合って観光 開発 を したい と思 ってい ます。』

4,Z村 土地 な し農民 『私 たちの生活 といった らひ どい もの だ。食事 は1日2回 だね。当 然

私の 家には電気 なんてい う もの はない。病気 になった ときが一番つ らいな。 だけ ど子 どもた ち

には、読み書 きと計算が で きるように なって もらいたい。私 は字が読 めな くて、農業 か ら他 の

仕事 に転職 で きないんだ。よい暮 ら しを したい と思 って も地主 の土地 は小作人 たちが借 りて し

まって、私 たちの借 りられる農地は この村 には無 いんだよ。 だか ら農業労働者 として地主 や 自

作農民 や小作人 に雇 って もらうのだけれ ど、私 と同 じ土地 な し農民が最近増 えてな。農作 業 に

あ りつ く競争が激 しくて 、毎 日は仕事 がないんだ。 また労賃 も下が ってきた。厳 しい現実だよ。

だけ ど子 どもも働 いて くれ る し、毎 日お寺 で祈 っているか ら、何 とか生活 してい けるんだ。』

この他2,Z村 大地主3.Z村 小作 人5.Y国 実業家6.少 数民族W族

●4.「Z村 農村開発援助 プラン」

1.農 業用水路の建設 、 トラクターの輸 入、化学肥料 ・農薬工場の建設費補助 『高収量 品種

導 入のため に、X川 にポ ンプ場 を建設 しZ村 までの農業用水路 を建設 して水不足 を解消す る。

そ して トラク ターを10台 輸入する。 また化学肥料 ・農薬工場の建設費 を補助す る。工場が 建設

されれ ば、化学肥料や農薬が安 くなるので、農民一人当 た りの生産量は格段 に高 くなる。 また

建設関連の雇用 及び工場労働者 と しての雇用が期待で き、Y国 の工業化に も結びつ く。 しか し

村の一部 には、収入が増 えるのは地主だけ とい う声や工場の公害 を心配する声が聞かれ る。 な

お電力供給 は他の 国の援助 によって近々実現す る見込みである。』

2.有 機 農法の協同生産組合設立 『小作人や土地 な し農民 を組織 化 して、水田 を購入 し有

機 農法の協同生産組合 を設立 して、無 農薬有機肥料の農産物 を生産する。養魚場 の建設や 鶏 ・

豚 の飼育 を行い、糞は有機肥料 にす る。また組合で、貧 しい人 に も低利 で融資で きるよう融 資

制度 を実施す る。有機農法は人手が かかるので多 くの農業労 働者 が必要 とな り、かな り多 くの

雇用が期待で きる。 しか し農民一人 当た りの収入は低 く、組合 の生産物 の売 り込み も組合員 で

行わ なけれ ばな らない。 また生産規模 も簡単 には大 き くで きない。』

3.外 資 との合弁に よる 自然 を生 か した観 光開発 『外 国企 業 と資金 を出 し合 ってホテ ル を

建設 し、異文化理解 を目的 とした伝統工芸や民 族舞踊 の体験 ツアー、山間部W族 の集落 を訪 れ

た り貴重 な熱帯雨林の森 を観 察す るネイチ ャー ツアー を実施 する。 また歴 史的寺 院を観 光地 と

して整備す る。雇用だけではな く、手工芸品の販売や農産物 の販 売 も期待 で きるが、その規 模

はそれほ ど大 きい ものではない。観光客相手の伝統 工芸体験 や民族舞踊が単 なる観光 シ ョー と

化 し伝統 の破壊 と考える人々や祈 りの場の寺院 を観光地にする ことに反対す る人々がいる。』

4.大 人の ための識字 教室 ・職業訓練の実施 及び学校 ・診療所 の建設 『生活 レベルの向上 に

は学 問が不可欠である。大 人向けの読み書 きや簡単な計算 を学ぶ夜 間の識字教室 を開催 する。

ミシンを輸入 して、縫 製技術 を身 につける職業 訓練所 をつ くる。技術指導時 以外 は無料 で ミシ

ンを利 用で きる。 また学校 と診療所 を数 カ所ず つ建設 し、教材 ・学用品 、医療機器 ・医薬 品 な

ども援助 する。』
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H日 本の国際関係のあり方 を考 えるための視点

1幕 末 日本 をめ ぐる国際環境

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 幕 末 か ら明 治 維 新 にい た る時 期 は、 二 百 数 十 年 来 の 幕 藩

体 制 の 崩 壊 の ドラマ が 、 め ま ぐる し く展 開す る時 期 で あ る。 ま た一 方 で 、 ア ジ ア の東 端 の

島 国 日本 が 、パ ワー=ポ リテ ィ クス が支 配 す る有 機 的 な世 界史 の 中 に編 入 させ られ て ゆ く

とい う画 期 もな して い る 。 近年 、 こ の時 期 にお け る英 仏 な ど欧 米 列 強 の 影 響 につ い て は 、

「世 界 の 中 の 日本 」 とい う視 点 か ら も、重 視 され て きて い る 。 しか し、 教 科 書 の 記 述 な ど

は断 片 的 か つ表 面 的 で 、視 野 がせ まい 。 そ こで 、 近 年 の 明 治 維 新 の 国 際 的 環 境 につ い て の

研 究 をふ ま え 、 開 国後 の 政 局 の展 開 を 、 国際 的 な背 景 と結 び つ け なが ら考 察 させ る こ と が

必 要 で あ る 。 つ ま り、朝 廷 や尊 王 穰 夷 の志 士 た ち と公 武 合 体 の 幕 閣や 諸 侯 との対 決 、 幕 府

独 裁 か 倒 幕 か をめ ぐる 複 雑 な対 抗 や か け ひ きな どが 、つ ね に外 圧 に対 す る国 家 的 対 応 の 方

策 い か ん を め ぐっ て 展 開 して い る とい う視 点 を持 たせ る こ と。 さ らに 、民 衆 の世 直 しの 潮

流 も また 、列 強 の圧 迫 と為 政者 た ち の政 争 激 化 の 中 で 、 ます ます 大 き くな り、歴 史 を 動 か

す 原 動 力 とな っ た こ とに 着 目 させ る 。 この よ うな 中 か ら、パ ワ ー=ポ リテ ィク ス の支 配 が

進 むで あ ろ う21世 紀 の世 界 の 中 で 、 国民 と しての 自覚 を持 ち、 日本 の 国 際 関 係 の あ り方 を

自 ら考 え 、判 断す る力 を培 うこ とを ね らい と して 、本 教 材 を取 り上 げ た 。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は3時 間構 成 の 第3時 限 に 当た る。 第1時 限 で は 、 開 国 後 の 政 局

の 転 換 につ い て 、 第2時 限 で は 、尊 王 撰 夷 運 動 の 展 開 を概 観 す る。 そ の際 、第1時 限で は 、

ロ シ アの 対 馬 占拠 事 件 を と りあ げ 、植 民 地 化 の 危 機 を感 じと らせ 、 か つ 民 衆 の 抵 抗 が この

事 件 を解 決 す る大 きな 力 とな っ た こ とを理 解 させ る。 第2時 限 で は 、 イギ リ スの 砲 艦 外 交

の 意 図 を 「オ ー ル コ ック の覚 書 」 や ア ー ネス ト;サ トウの 「英 国 策論 」 な ど を通 じて 理 解

させ る。 ま た英 仏の 横 浜 軍 事 基 地 建 設 につ い て も注 目させ る 。 本 時 で は 、 イギ リ ス外 交 の

変 化 に よ る倒 幕 勢 力 の 形 成 の よ うす 、そ して フ ラ ン ス外 交 の 幕 府へ の影 響 な らび にそ の 意

図 を理 解 させ る。 そ して 日本 が 独 立 を保 ち得 た 理 由 を考 察 させ 、 さ らに 、 そ の よ う な環 境

の 中 で 主 体 的 に行 動 した 日本 人 の 姿 を通 して 、 今 日の 国 際社 会 の 中 で い か に 行 動 して ゆ く

べ きか を考 察 させ る。 学 習 指 導 要 領 の 関 連 分野 は 、 「日本 史B」 の 「(5)近 代 日 本 の 形 成

とア ジ ア」 の 「ア 明 治 維 新 と立 憲 体 制 の 成 立 」 で あ る 。

(3)展 開例

1学 習項 目 学 習 活 動 備 考

○ イ ギ リ ス の ○前時の イギ リスの対 日政策 を確認する。 ◎ ワー ク シー ト①

導 対 日政策 ◎ ワー ク シー ト②

○ 長州 藩 の藩 ○下関戦争で援夷の不可能 を悟 ったのみな らず 、植 ・史 料 「遊 清 五 録 」

入 論転回 民地化の危機感 を持 ち、貿易 に よる富 国強 兵 を 目指 (高 杉 晋作)

[ した 、 高 杉 晋作 らの 蜂起 ・改 革 運動 を理 解 す る 。
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○長 州再 征 と 0外 圧 を機 に藩論 を転回 した薩長両藩が倒幕 とい う

薩長連合の形 共 通の 目標 にむか うこ とを確認す る。

成 ○ 長州再征宣言 によ り窮地に陥 った長州藩 を援 助 す

るこ とで、薩摩藩 との盟約を導いた坂本龍馬の努力 ・

意 図を理解す る。(イ ギ リスの役割 に も留意す る) ・グ ラ フ 「大 坂 に

展 ○ 強行 された幕長 戦争 は米価高 騰 に ともな う「打 ち おける物価指 数」

こ わ し」「世 直 し一揆 」を頻 発 させ 、つ い に中止 に至 っ 「幕末の百姓 一揆 」

た こ とを理 解 す る。

○ フ ラ ンス の ○ 公使 ロ ッシュ着任以来の幕府支援 策 を振 り返 り、 ・資 料 「幕 末 日本

幕府支援 と慶 彼 の意 図 を考 え る。 とフ ラ ンス外 交 」

喜の巻 き返 し ○親 仏派(小 栗忠順 ら)が 幕政の主導権 を握 り、徳

開 川絶対主義 を目指 した こと、 またそれに対 す る勝海 ・史料 「海 舟 日記 」

舟の批判の意図 を理 解する。 「開国起原」(勝 海舟)

○大 政奉還 と ○倒幕勢力内の挙兵討幕路線(薩 長)と 公 議政 体路

王政復古のクー 線(土 佐)の それぞれの意 図 を理解す る。

デ タ ー ○幕府勢力温 存 をはかった慶喜 の選択の意 図 を理 解 ・史料「議 題草 案」

　
す る 。 (西周助)

1

ま
○ 日本 が独 立 ○英仏の対 日政策を振 り返 り、それに対 して 日本人 ◎ ワ ー ク シ ー ト③

と を保 ち得 た理 は どの よ うに対 応 した か もう一 度 、概 観 す る。

め
由 ○ なぜ 日本は独立 を保 ち得 たのか考 える。

(4)評 価 の観点 ①列強 の外圧 を うけ、それ と衝突 ・妥協 ・利用 しなが ら、独立 を保 ち、

明治維新 を実現 させ た当時の 日本 人の行動 を理解で きたか。②民 衆の主体的 な行動及 び変

革 を求 めるパ ワーが歴 史を動かす力 となった ことを理解で きたか。③ それ らを通 して 、今

日の国際社会 の中で 日本人 として生 きてゆ く上で重 要な ことについて考 えることがで きた

か。

(5)指 導 上 の 留 意 点 ① 資 料 を活 用 しや す い よ う に ワー ク シー トを工 夫 す る。② 資 料 ・統

計 を読 み と り、生 徒 自 らが 考 え判 断 して 歴 史 を再構 築 して ゆ け る よ う、 適 切 な助 言 を与 え

る。
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2日 本に よる植 民地支配下の朝鮮

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 韓国(大 韓民国)の 日本文化解禁政策、 ワー ル ドカ ップ

の 日韓共催 な どに見 られる ように、 日韓関係の新 しい時代 が始 まった。 また、大韓民 国 と

朝鮮民 主主義人民共和 国、 日本 と朝鮮民主主義人民共和国の関係 において も新 しい展 開 が

期待 されてい る。 日本 と大韓民 国、 日本 と朝鮮民主主義人民共和国が友好関係 を深 めて い

くため には、相互が客観的 な歴史事実 をふ まえ、誤解や偏見 をな くし、現在の課題 を解 決

してい くこ とが大切であ る。その ような観点 か ら、 日本 による植民地支配下の朝鮮 につ い

て、生徒 が主体的 に学ぶ2時 間構成の授業 を構想 した。生徒が能動的 に知識や概 念を獲 得

す る授業 、生徒が新 たな探求心や問題意識 を持 てる授業 とす るために、授業時 間 を多 く確

保 して、資料 や授業展 開を工夫 し、ワー クシー ト作 業や判 断 ・思考 ・意 見表 明の場面 を設

けた。展 開例 として示す 、土地調査事業 と興南工業 地帯 の実態は、 日本に よる植民地 支配

下 の朝鮮 の状 況 と して具体 的であ り、生徒の学習意欲 を引 き出す要素 を多 く含 む もので あ

る と考え、教 材化 した。

(2)本 時のね らい 本時は2時 間構 成の第1時 限にあ たる。本時で は土地調査事業 を取 り

上げ、それ を糸 口に、韓国併合 までの経 過 とその後 の植民地政策 につ いて理解 させ、 日本

の植民地下 にお かれた朝鮮の状況 について具体的に考 え させ る。第2時 限では朝 鮮の 多 く

の人 々は独立 を願い なが らも(三 ・一独立運動)、 皇民化政策(日 本語 使用 ・神社 参拝 の

強制 、創氏改 名な ど)に 組み込 まれてい くことを学習 す る。学習指導 要領 の関連 分野 は、

「世 界史B」 の 「(5)地 球世 界の形 成」の 「ア ニつの大戦 と世界」、 または 「世 界史A」

の 「(3)現 代 の世 界 と日本」 の 「イ ニつの世界大戦 と平和 」である。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考
』

○朝鮮 を植民 ○ 日本の企業が朝鮮 に作 った興南工業地帯 につ い て 資料 「日本窒 素 肥

導 地 に して い た の 資 料 を見 て ワ ー ク シー ト作 業 を行 わせ 、 日本 が 朝 料朝鮮事業絵図」

日本 鮮 を植 民 地 と してい た こ と を確 認 す る 。

入

○ 日本 の植民 ○教科書で 日韓併合後の 日本の植民地 政策の概 要 に

地政策 の概要 つ い て調 べ させ る(ワ ー ク シー ト作 業)。

展
○土地調査事 0土 地調査事業 の 「申告書」の書式 を紹介する。 資料 「土地 調査 事

業の 「申告書」 業 の 『申告 書 』」

○土地調査事 0土 地調査事業 につ いての韓国 ・歴史教科書 の記 述 資料 「韓 国の教 科

開
業 の実態 を紹介 し、申告 に よ り所有権が明 らか にな らない土 書 に書か れ た土地

地は朝鮮 総督府 の所有 に されたこ とを確認す る。 調査事業の実態」
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ゆ 臓 併合ま
① 「故意 に申告 を しない もの も多か った」 とい う韓

での経 過 と朝 国教科書 記述につ いて、なぜ 「申告書」 を提 出 しな

鮮 の 人 々の抵 いのか、本当にそんな人が いたのか どうか を問題 提

抗 起 す る。

② 上記 の問題 について自分 の意見 を形成す る1つ の 資料 「韓 国併 合 ま

材料 と して、韓 国併合 までの経過 と朝鮮 の 人々 の抵 での略年表」

抗 に つ い て資 料 を見 て調 べ させ る(ワ ー ク シ ー ト作 資料 「義兵 闘争 の

業)。 回数」

③ 自分が当時の朝鮮 の農民 だったら 『申告書 』 を提 *判 断す る過 程で

出するか どうか考 えさせ る。 当時の具体的状況

(a>2、3人 の生 徒 に 自分 の 判 断 とそ の理 由 を 発 言 に 目 を向 け 、 様 々

さ せ る 。 な こ と に気 づ き 、

(b)そ の 他 、疑 問 に思 った こ と を出 させ る 。 疑問 を持つ こ とを

目的 とす る。

○ 日本 の植民 ○ 他人の意見や疑問 も参考 に しなが ら、土地調 査事 提出用紙

地政策 と朝鮮 業 を中心 とする 日本の植民地政策 と朝鮮 について 、 *提 出 された 意見

ま
自分 の意 見 ・感 想 ・疑 問(以 下3項 目)を 用 紙 に記 等 は 「世界史通信」

と
入 させ 提 出 させ る。

(a)自分 が 当時 の朝 鮮 の 農 民 だ っ た ら 『申告 書 』 を

と して ま と め 、 後

日、生 徒 に 配 付 す

め
出す か 、 出 さない か(判 断 とそ の理 由)る 。

(b旧 本 の植民地政策 と朝鮮 についての意見 ・感想

(c)疑問 に思 った こ と、 知 りた くな っ た こ と

〈4)評 価の観点 ①韓 国併合 までの経過 と日本の植民 地政策 の概要 を理解 で きたか。② 朝

鮮総督府 に よる植民地政策 の1つ の具体例 としての土地調査事業 の実態 を理解 で きたか。

③ 土地調査事業 を中心 とす る 日本の植民地政策 と朝鮮 につ いて、 しっか り考 える ことに よ

り、知 りたいこ とや疑 問を持つ ことがで きたか。④ 日本の植民地政策 と朝鮮 について、 自

分 の意見 を形 成で きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 日本の植民地政策の評価 につ いて様 々な意見があることもふ まえ、

教師が生徒 に示す 内容 は具体的事実に とどめる。②判 断や思考の過程 で、知識 を活用 す る

こ と、様 々なこ とに気づ くこと、様々な疑問 を持つ こ とを重視す る。③韓 国の教科書 も含

め 、教科書 の記述 について は、具体的事 実の記述部分 と解釈 をふ くむ記述部分 がある こ と

を指導す る。④提 出 された意見等は、後 日、「世 界史通信」 と して生 徒 に配付 し学 びあ い

を深め る。状況 によっては さらに紙上討論 を組織す る。⑤ なお、生徒 か ら疑問 や意見 等 が

多 く引 き出せ るよ う発問や雰囲気作 りに留意す る。
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320世 紀 初頭 の国際関係 と十五年戦争 の始 まり

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 最 近の 日本史100年 間 を振 り返 って最 大 の惨 禍 をあ げ る

とすれば 、満州事変 か ら太平洋戦争敗戦 までの十五年戦争で はないだろ うか。航空機 に よ

る空か らの爆撃 だけで も日本側 の死者約25万6千 人、焼失家屋約221万 戸、罹 災者約920万

人 にもの ぼった。 また、広 島 ・長崎 においては先 の死者の ほか、原爆 に よって約19万 人 も

の命が失 われた。 さらに、沖縄 では住民 を巻 き込 んだ戦 いが行 われ戦死者 は約18万8千 人

にものぼ る。死 んで いった人々にはそれぞれの家族が いたで あろ うし、家 や財 産、職場 や

仕事 を失 った者 な どは計 り知 れない。今 日の豊か な 日本で育 った者 には、戦 中戦後の 人 々

の暮 ら しは想像 もつ かない悲惨 さを含 んでいる。 この20世 紀 の 日本 人の体験 は、生徒達 に

考 えさせ たい と思 い教材 と して選択 した。

(2)本 時の ね らい 本 時は4時 間構 成の第3時 限 目に当たる。毎 時間の導 入 と して、パ ソ

コンを活用 したク イズ形 式の問題演 習 を通 してこの時代 を考察 する ことに必 要 な知識 を学

習 させ る。展 開例 として第1時 限 目は玉音放送か ら始 まるVTRや 写真 な どの視聴覚教 材

を使用 し第二次世 界大 戦、 と くに太平洋戦争や 当時 の国民生活 の様子 を中心 に提 示す る。

また、今世紀初頭の外 交関係 を鳥.rさ せ るため に、あ らか じめ作成 した年表 を中心 と した

チ ャー ト図等 を、教科書 や資料集 を使 って2～4名 構成の グループで完成 させ る作 業学 習

を行 う。第2時 限 目にヴェルサ イユ体制 と日本の 国際的地位 、第3時 限 目にワシ ン トン会

議 か ら日独伊三 国同盟 までを、 とくに 日本 を取 り巻 く国際情勢 と国内事情 を中心 に考察 す

る。 と くに 日本の対 中国政策が欧米列強 と対立 していたことを理解 させ る。 さらに満州事

変後の 日本の外交方針 と政策が 、アジアに利権の持つ国 々と摩擦 を増幅 させ た ことを考 察

させ る。4時 限 目には 日米 開戦 と日本の敗 戦 まで を扱 う。 学 習指導 要 領の 関連 分野 は、

「日本 史B」 の 「(6)両世界大戦期 の 日本 と世 界」 の 「ウ 第二次世 界大戦 と日本」であ る。

(3)展 開 例

学習 項 目 学 習 活 動
1

備 考

○今世紀初頭 ○ パ ソ コ ン を使 っ た ク イズ形 式 の 問題 演 習 。 02～3人 で1台

導 の 日本 と世 界 (年 号 、 史 実 、 人物 等 の知 識 を 深 め る) の パ ソ コ ン を利 用

入 01900年 代 初 頭 の 東 ア ジア に お け る 日本 、 欧 米 列 強 ○ 大 型 プ ロ ジ ェ ク

の勢 力図 を提示 説明。 ター の 活 用

○ ワ シ ン トン ○ ワ シ ン トン会 議 に の ぞ む 日本 の方 針 や 立 場 を 、 平 ○ 石橋 湛山 『東 洋
展

会議前 の 日本 和 主 義 の観 点 か ら論 じた 、大 正10年7月23日 の 雑 誌 経 済新報 』社 説

開
と世 界 社説 か ら当時の 日本 と世 界の情勢 を探 る。
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○ 日本 の対 中 ○第1次 若槻内閣の辞 職か ら、対 中国外交 政策 の流 ○東方会議 『対 支

国方針 と政策 れ と変化 を理解 し、なぜ 日本が大 陸進 出を 目指 し、 政策綱領 第6項 』

満州 を重要 な地域 と見な したのか を探 る。

○ 中国大 陸の ○列車 の通過 を妨げ なかったほ どの爆破が 、 なぜ 昭 ○石 原莞爾 「満 蒙

展 情勢と関東軍 和20年 までの戦争へ拡大 したのかを考察す る。 問題私見』

・中国の政治的分裂 → 柳条湖事件 → 日本政 府 の ○ 『満州事変機密

不拡大方針 → 承認 と国内世論 → リッ トン調 査 団 作戦 日記 』

へ と展 開 。

○満 州国 と国 ○ なぜ満州国放棄 よ り国際連盟脱 退を選択 したの か ○ リ ッ トン報 告 書

際連盟の脱退 を探 る 。

○そ の後 の外 ○ 「満州 は 日本の生命線である と」 い う日本 の意見 ○国際連盟規約第

交政策 に対 して リッ トンが反論 する根拠 とし、後 に東 京裁 11条 、九 力国 条約 、

判 の根 拠 に もな った 国 際 条約 とは 、 どの よ う な もの パ リ不 戦条約

開 だ っ たの か を理 解 す る。

○宣戦布告 な ○ 国際連盟脱退後の 日本は どう動いたのか。 それ に ○ 『五相会 議決 定

き戦争 と南 進 対す る国際情勢 を探 る。 対支 方策』

政策 ○ 日中戦争 と南進政策 を通 して、 日本 と諸 外 国の対

立 を探 る。

ま

と

め

○国際的孤立

回避の外交

○ 日本 は、 ドイツや イタ リアと同盟 を結 び枢軸 陣 営

を形成 し、自由主義陣営 ・共産主義 国の ソ連 と世 界

が3勢 力 に分割 され たことを理解す る。

(4)評 価の観点 ① 太平洋戦争への道の りを、今 世紀前半 におけ る東 ア ジア をめ ぐる国際

情勢 と日本 の外交政策 、及び国内事情の関係か ら見つめ直せたか。② なぜ 日本は世界の国々

と戦争 関係 に陥って しまったのかを自分 な りに考 えを持つ ことがで きたか。

(5)指 導上の 留意点 ①事前 に実施 した、戦争 に関す る生徒 アンケー トを十分 に活用 す る

とともに、生徒が公正 に判断がで きるよ うにつ とめる。②知識の定着 と考察の 向上 を図 る

ため にパ ソコンを利用 した問題演習 をグループで させ る。③ 各学習項 目におい て適 度 な設

問 を重視 し、生徒 の発言 を促 し主体的考察 と授業参加 を喚起す る。
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4サ ンフラ ンシス コ平和条 約の成立

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 今 日国際社会では さまざまな問題 を抱 えてい るが高 度 成

長 ・安定成 長 をへ て経済大 国 となった 日本が その 中で どの ような役割 を果た してい くか、

世 界か ら注 目されている。戦後 の 日本 の再 出発 はサ ンフランシス コ平和 条約であ った。19

45年 か ら1952年 にわたる約7年 間のGHQに よる日本の"非 軍事 化 ・民 主化"を はか っ た

占領政策下 では徹底 的に 日本経済 は抑 え られた。 しか し占領政策が転換 され、"経 済自立 ・

再軍備"へ とむかった条約締結 を実現 させたのは、国際環境 の変化 とそれへ の対応で あ っ

た。す なわ ち米 ソ冷戦の進行が米国の 占領政策 を転換 させ 、全 面講和 か単独 講和か揺 れ る

中後者が選択 され独立 を し、 さまざまな問題 を抱 えて なが らも経済大国へ歩 み始め た こ と

を、史料 を用 いて考察 させ今 日の 日本の出発点 を知 り、いつの時代 で も国際環境 を もとに

政策が行わ れるこ とを確認 させ ることを 目的 とする。

(2)本 時のね らい 本時 は2時 間構 成の2時 限にあたる。第1時 限では占領 政策 と諸改 革

についての内容 を取 り上 げる。特 にGHQの 五大改 革指令 の内容 、国民 生活 の圧迫の様 子

を確 認 させ る。第2時 限で は米 ソ冷戦の進行、 占領政策の転換 に よる 日本の独 立 、サ ンフ

ランシス コ平和条約締結 にまつ わる2つ の講和論 、条約 の内容 と現代 につなが る問題点 を

取 り上 げる。学習指導要領で は 「日本史A」 の 「(4)第2次 世 界大戦後 の 日本 と世 界」 の

「ア 戦後 政治の動 向 と国際社会」で ある。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ 占領 期 の ○ 占領期の 日本は どんな状況 であったか、前 回
導

日本 の授 業 を思い出 し、GHQの 対 日初期 政策 を復

入
習する。 また この時期極 度に圧迫 されて いた 国

民生活 の様子 も再確認 する。

○ 米 ソ冷戦 ○ 戦後の世界の国々の情勢 を地 図で確認 し、米 参考資料 は 「チ ャーチ ル

の進行 ソ冷戦 の進行 を年表事項 ・参考資料で確認する。 前 首 相 フ ル トン演 説 」、

「中 ソ友好 同盟 相 互 援 助

条約」

展
○ ア メ リ カ ○終戦 後共 産主義陣営が勢力 を拡大 し、 米 国が 参考資料 は 「ロ イヤル 陸

の対 日占領 極東 における共産主義の防壁 と して 日本 に期 待 軍長官の演説」

開 政策の転換 して い た こ と、米 ソ冷 戦 の 進 行 と い う 国 際 環 境

の 変 化 に よ っ て 日本 の 位 置 づ け が変 わっ た こ と、

そのため米国が 日本 を"非 軍事 化 ・民 主 化"路

線 か ら"独 立 ・経 済 自立"路 線 に い か に切 り替

えたか を年表事項 ・参考資料 をもとに考察す る。
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○単独講和 ○ 当時講和形式 をめ ぐって全面講和論 と単 独講 参 考 資 料 は 「世 界 』、

と全面講和 和論 があったが、後者が選択 された理 由 を参 考 「吉 田首 相 の 国会発 言 」

資料 を読 みなが ら考 える。東大総長南原繁 が知 (『毎 日新 聞』)「世 論調 査

識 人の立場 か ら永世 中立 ・非軍事化 を提 唱 し、 結 果 」(『 朝 日新 聞 』 『毎

吉 田内閣は現実 的に当時 の国際環境で は冷戦 終 日新 聞 』)

結後共 産陣営 を含 めた全面講和 を待つ こ とは 難

しく、 と りあえず資本主義陣営 と講和 を結 ん で

い く以外 、方 法 は な い とい う考 え を持 っ て い た

こ と を理 解 す る 。

○講和条約 ○ 条文 を読 み、連合国 との戦争状態が終結 した 参考資料 は 「サ ンフラ ン

の 内容 と問 こ と を理 解 す る 。 また 、条 約 締 結 国 との 間 の 国 シス コ平和 条約」

題点 家 と して の補 償 問題 は解 決 してい った が 、 ア ジ

ア諸国の人々か ら個 人 としての補償 を求 め る声

が あ が っ て きて い る こ とを理 解 す る。

○千 島列 島の帰属 をめ ぐる認識の違いか ら、 旧

ソ連 との間に領土 問題 が生 じているこ とを理 解

す る 。

○ 同 日結 ばれた 日米安全保障条約 によって米 軍

が 日本 に駐屯す る ようにな り、基地問題 が生 じ

て い る こ と を理 解 す る 。

○ まとめ ○ いつの時代 で も一 国だけで政策 は行えず 、 国

ま 際環境 に左右 される とい うこと、その 中で状 況

と を見極め判断 しなければな らないことを理解 す

め る。 また一つの政策が様 々な意味で後世 に影響

を 与 え る こ と も理 解 す る。

(4)評 価 の観 点 ① 史料 を読解 し、当時米 ソ冷戦が進行 したためア メリカの対 日政策が転 換

した ことを読み取 れたか。②講和 条約締結 におけ る2つ の考 え方 を理 解で きたか ③ 講和

条約締結 の影響 、その後の 日本の社会 の変化が理解で きたか。

(5)指 導上 の留意点 ① 史料 の精 選に努め 、生徒が理解 しやすい ように工 夫す る。② 両 講和

論 については簡 潔、客観的に説 明す る。
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皿 ア ジァ をめ ぐる文化交流 と交易

1中 国仏 教僧の イン ド旅行 と東 アジアに おける仏教圏の形成

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 仏教 は紀元1世 紀 頃、シルクロー ドの彼方 か らキ ャラバ

ンと共 に中国へ伝来 した と言 われている。中国の支配者 たちは国家の安定の拠 り所 を仏 教

に託 し、その求めに応 じて西域 の多 くの僧たちが 中国へや って きた。西域僧 の布 教 と漢 語

訳の仏典 を通 して、人々は仏教 を理解 し、それ と共 に仏教 は中国 に根付 くこ とに なる。 し

か し、信仰 の深 ま りと共 に、 イン ドに赴 いて、よ り深 く仏法 を知 りたい とい う中国僧 も続

出 した。5世 紀 の法顕や7世 紀 の玄奨 ・義浄は多 くの国々を訪れて、それぞれの地域の人々

と親 しく交 わ り、文化交流 を果たす と共 に経典 を持 ち帰 り、漢訳 を した。そ して、そ れ ら

の漢訳経典 に基づ いた仏教文化が華 開 き、東 アジアへ伝播 したの である。

これか らは ます ます地球規模 で物事 を考え、行動 しなければな らない時代 とな った。 そ

の ためには国や民族の枠 を超 えて交流 し、異文化 をお互 いが十分理解 しあえる関係 を築 く

必要が ある。 また、新 しい時代 にふ さわ しい文化 を形成 しなければな らない。そ こで 中国

仏教 僧の イン ド旅行 とその後の仏教 文化 とい う点 か ら、国際交流 とそれに よる文化形成 を

学習 し、国際社会 に生 きる人間 と しての 自覚 を育成 するこ とをね らい として、 この教材 を

と りあげた。

(2)本 時 のね らい 本時 は 「東 アジア ・内陸アジア世 界の形成」 の8時 限 目にあた る。 第

1時 限 目は東ア ジア ・内陸 アジアの風土、第2時 限 目は中華文明 の起源 、第3・4時 限 目

は秦 ・漢帝 国、第5時 限 目は遊牧国家の動向、第6・7・8時 限 目は唐帝 国 と東 アジア諸

民族 の活動 をと りあげ る。本時で は玄突の旅行記 な どを資料 として、旅 の様子 や帰国後 の

経 典の漢訳 化 した こ とを知 り、東 アジア文化の特色 である漢訳仏教 圏の形成 を考察 させ る。

学習指導 要領での関連分野 は 「世 界史A」 の 「(1)諸 地域世 界 と交流 圏」 の 「ア 東 ア ジ

ア世 界」、「世界史B」 の 「(2)諸 地域 世 界の形成」 の 「ウ 東 アジア ・内陸アジ ア世 界の

形 成」 であ る。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○玄　 と 「西 ○ 「西遊記」の絵 を見て、三蔵法師は実在の人物で、 ワ ー ク シ ー ト

遊記」 本 や ドラマ な どの 「西 遊記 」 の モ デ ル に な っ た こ と ○挿 し絵

導 を確 認 す る。 「西遊記」

○玄装 はイ ン ドに経 典 を求め、仏教 を学 ぶ ため に旅

入 を した こ と を確 認 す る 。

○玄装以外 に も、中国 人で イン ドに取経 の旅 に出た

一
僧が百人以上い たことを理解する。
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} ○旅 の行程 ○ 法 顕 ・玄 　 ・義 浄 の ル ー トを地 図上 で 確 認 す る 。 ワ ー ク シ ー ト

○ ルー トに関連す る地形 を記入 し、旅行の 困難 さを ○東 ア ジア大地 図

考 え る 。

○ トル フ ァ ン、 カ シ ュ ガ ル 、 ガ ンダ ー ラ な どの 写 真 ○写真

を見 て 、 旅先 の雰 囲気 をつ か む 。

展
○旅行の様子 0玄 　 の旅行 は高 昌国王や西突厭国王 な どの援助 に ○資料

よっ て も助 け られ た こ と を考 察 す る 。 「大慈恩寺三蔵法

○ 玄奨 と義浄はナー ランダー寺 院で研究生 活 を した 師伝」

ρ こ と を学 習 す る 。

○ハル シャ王の開いた大法論大会 で玄奨 は イ ン ド僧

と学術 交流 した ことを学習す る。

開
○帰国後の経 ○帰国後、求法僧は持 ち帰った経 典の翻訳に従事 し、 ○資料

典の翻訳 中国人は ます ます漢訳経典 か ら仏教 に入 る こ とにな 「玄癸 帰唐 図」

り、 仏 教 が 中 国 に普 及 した こ とを学 習 す る 。 「般 若心経」

○ 玄突 著 「大唐 西域 記」 は当時知 られてい なか った 「大唐 西域記」

西 域 ・イ ン ドの 地理 ・風 俗 ・宗 教 な どが 記 さ れ て い

た こ と を学 習 す る 。

○ 朝 鮮 ・日本 ○新羅は仏教 を国教 とし、す ぐれた仏教建 築 や美術 ワ ー ク シ ー ト

など漢訳仏教 が生 まれ、高麗の時代 には 「高麗大蔵経」 を完 成 さ ○ 中 国 ・朝 鮮 ・日

ま
圏の形成 せ た こ と を学 習 す る 。 本の年表

○ 日本は遣唐 使を派遣 し、唐 にな らって律 令 国家 の ○パ ネル
と

建 設 をすすめ、仏教 を盛 んに した ことを学習す る。 「仏国寺」

め
「高麗大蔵経」

「薬師寺」

レ 東大寺」

(4)評 価 の観 点 ① 中国仏教 僧の旅行 の困難 さと同時に多 くの人の援 助 によって助 け られ

た ことを理 解で きたか。② 玄　 などの漢訳 した経 典が朝鮮 ・日本に伝わ り、東 アジア世 界

の特徴で ある漢訳 仏教 圏 を形成 した ことが理 解で きたか。

(5)指 導上の 留意点 ① ワー クシー トに図や写真 、地図、資 料 をのせ、興味 ・関心 を育て、

わか りやす い もの に工夫す る。② 難解な資料 については、生徒 が理解 しやす い ように意訳

す る。③ 中国仏教僧の訳 した漢訳経 典に基づ く仏教 文化が朝鮮 や 日本 に伝播 し、東 アジ ア

文化 を形成 した ことを注 目させ る。
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2『 世界の記述(東 方見 聞録)』 か ら探 るモ ンゴル帝国にお ける東西交流

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 モ ンゴル帝 国の成立 に よ り、13～14世 紀 のユー ラシ ア大

陸の大部分 には、政治 的秩 序が もた らされ、経済 ・文 化両面 で東西交流 が盛 ん になった。

モ ンゴル帝 国は、広大 な領 土 に駅伝制 を設けて、内陸の交通路 を整 備 し、通商 に力 を注 い

だ。 同 じ頃 、十字軍 を契機 にめ ざま しい経済発展 を遂 げた イタリア諸都 市の商人 は、東 方

の産物 を求 めて、モ ンゴル帝国の商業路 に足 を踏 み入 れる ことになる。 ヴェネチ ア出身 の

マ ル コeポ ー ロは、父や叔父 とともに、中央ア ジア経 由で元 を訪れ、 フビライ=ハ ンに仕

えた。マ ル コeポ ー ロは、モ ンゴル人の補佐 役 として支配層 を形成 した色 目人の政策スタッ

フ として活躍 し、元朝 におけ る色 目人重 用の具体例 と して、モ ンゴル帝国の世界帝 国的性

格 を象徴 してい る。マル コeポ ー ロが、口述 した 「世 界の記 述(東 方見 聞録)』 は、 途 中

の陸海路 の見聞や フビライ治世の出来事 のみ ならず、 ジパ ングな どの伝聞 も含 んでいる。

そ して泉州 や杭 州な どの都 市の繁栄が 当時の世 界最 高水 準 だ った こ と も紹 介 して い る。

「世界の記述』 の中の文章 を紹介す るこ とに より、モ ンゴル帝 国 にお け る東西 交 流 の様 子

を理解 させ たい。 また 、最近話題 になったマ ルコ=ポ ー ロは、実は中国 に行 って いない と

い う説 とそれに対す る従来か らの説明 を提示 し、生徒 に考 えさせ る。 「モ ンゴルの平 和 」

に よるユ ー ラシア循環交易路の発展 とユー ラシアの一体化 、及び元の大都 を中心 と した東

西 交流 を理 解 させ るため 、『世 界の記述』 を取 り上 げた。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は、3時 間構 成 の 第3時 限 目 にあ た る。 第1時 限 目で は遼 ・金 の

中 国支 配 、 第2限 目で はモ ンゴ ル帝 国 の 出現 と元 の 中国 支 配 を学 習 す る 。 本 時 で は 、 『世

界 の記 述 』 を用 い 、 モ ンゴル 帝 国 の 出現 とい う時 代 背 景 の 中で の 東 西 交 流 の発 展 を考 察 さ

せ る 。学 習 指 導 要 領 で の 関 連 分 野 は 、世 界 史Aの 「(1)諸 地域世 界 と交 流 圏」の 「オ.ユ ー

ラ シ ア の交 流 圏 」、 また は世 界 史Bの 「(3)諸 地域 世 界 の 交流 と再 編 」 の 「ウ.内 陸 ア ジ

ア の動 向 と諸 地 域 世 界 」 で あ る 。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ マ ル コ=ボ ー ○ マ ル コ=ポ ー ロ は黄 金 の 国 ジパ ン グ を西 欧 に初 め ○ マ ル コ=ポ ー ロ

ロの紹介 て紹 介 し、 ヴ ェ ネチ アか ら中国 、 イ ン ドまで 旅 した の 肖像 画 と コ イ ン

導
旅行家 と して有名 なこ とを説明す る。

入
○ マ ル コ=ボ ー ○ マ ル コ=ポ ー ロの 旅 の 行 程 をモ ンゴ ル帝 国 の 領 域 ○ 地 図 「モ ン ゴ ル

ロの旅 の行 程 と と も に、 確 認 させ る。 帝 国の地図 とマ ル

一

コ=ポ ー ロの行路 」

○モ ン ゴル帝 ○ マ ル コ=ポ ー ロの 人 生 と略 歴 を知 る。 特 に 父 と叔 ○資料 「略 年譜」

国の発展 とマ 父が東方貿易 に従事 した商人だったこと、フビライe OVTR:映 画

ル コ=ポ ー ロ ハ ンに 色 目人 と して 重 用 され た こ と、 ハ ン の 使 節 と 『マ ル コ=ポ ー ロ 』

の 一 生 して中国各地 を歴訪 した こと、帰国後 自 らの体験 を
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口述 したことなどを年譜やVTRか ら確認 させ る。

○元 の中 国統 ○ 元 が モ ンゴ ル人 第 一 主 義 を と り、 モ ンゴ ル 人 と色 ○ ワ ー ク シ ー ト

治 の 説 明 と、 目人 が 支 配構 造 を形 成 し、 マ ル コ=ポ ー ロ を は じめ ・元 の支 配構造

モ ンゴル帝 国 多 くの色 目人が元朝 において重用 されたこ とを説明 ・プ ラ ノeカ ル ビ

で活躍 した西 す る。 そ して 、 東西 交 通網 の発 達 に伴 い 、 多 くの 西 二 、 ル ブ ル ッ ク 、

方世 界の 人々 方世界の人々が多様 な 目的で モ ンゴル帝国 を訪 れ た イ ブ ンeバ ッ ト ゥー

展
の紹 介 こ と を紹 介 す る 。 タ等 の略歴

○ 『世 界の記 ○ マ ル コ=ポ ー ロ著 『世 界の 記 述 』 の 中の い くつ か ○ ワ ー ク シ ー ト

述(東 方見 聞 の紀行文 を当時の挿 し絵や写真付 きで紹介 し、生 徒 『世界の記 述』 と

録)』 の紹介 に様々な事 実 を読み とらせ る。 14世 紀写 本 の挿 し

絵

写真 「交紗」

○マルコeボ ー ○ マ ル コ=ポ ー ロ は 、 中国 に行 って い ない とい う説 ○ ワ ー ク シ ー ト

ロは中国に行 っ が あ る こ と を説 明 し、 その 理 由 を提 示 す る。 そ れ に F.ウ ッ ド 著 『マ

て い な い とい 対す る従来か らの説 明 も提示 し、生徒 に考えさせる。 ル コeポ ー ロ は 本

う説 の紹介 当 に中国 に行 った

の か』

開
○ モ ンゴル帝 ○モ ンゴル帝国に よる 「世 界交易 システ ム」 が形 成 ○ ワ ー ク シ ー ト

国 に よ る 「世 され た こ と、 そ して マ ル コ=ポ ー ロ に代 表 され る イ 「ユ ー ラ シ ア 大 陸

界交易 シ ステ タリア商人 も東方貿易 に進 出 したことを地 図で説 明 循環交易路 図」

ム」 の 形成 と す る 。

文化交流 ○ モ ン ゴル の征 服 は 、多 くの 文 化 圏 との接 触 を促 し、 ○ ワ ー ク シ ー ト

マ ル コ=ポ ー ロ も ロー マ教 皇 とフ ビライの仲介 を し、

西方 に火薬 ・羅針盤等が伝 わったこ とを説明す る。

ま
と

○マルコ=ポ ー

ロ の 旅 と後 世

○ モ ンゴル帝 国の成立 による東西交流の活発 化 とい

う時代背景 とマル コ=ポ ーロの旅 について 、後 の大
め

の影響 航海時代へ の影響 をふ まえて説明す る。

(4)評 価 の観 点 ① モ ン ゴル帝 国 の成 立 に よ り、東 西 の貿 易 や 文 化 の 交 流 が 飛 躍 的 に発 展

した こ と を理 解 した か 。② 元 にお い て は 、 モ ンゴ ル人 と色 目人(西 方 の 人 々)が 支 配 構 造

を形 成 し、 マ ル コ=ポ ー ロ をは じめ とす る多 くの 色 目人 が 重 用 され た こ と を理 解 したか 。

③ 多少 の フ ィ クシ ョン性 を持 つ 『世 界の 記 述 』 を検 証 して い くこ と に よ り、様 々 な事 実 が

導 き出 され る こ と を理 解 した か 。

(5)指 導上 の留意点 ①生徒の学習意欲 を高め、モ ンゴル帝国時代の東西交流 につ いて の

理解 を深 める ような資料 を用意す る。②資料 を活用 しやすい ように、図や写真 を使用す る。

③紀行文 か らの文章 の引用 の際 には、適切 な選択 を行 うよう留意す る。④ 生徒 に考 え させ

る ワー クシー トでは、資料 を整理 して提示 し、理解 しやすい ようにす る。
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3「 陶磁 器 か ら見 た世界商業 の進展」

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 英 語 でchinaと 呼 ば れ る よ うに 、磁 器 は 中 国 で 発 明 され 、

主 原料 や 製 造 方 法 な どの 点 で 、 かつ て 他 地 域 で は生 産 が 難 しい 商 品 で あ っ た 。 各 地 に残 さ

れ た 陶磁 器 か ら陶 磁 器 の 生 産 や 交 易 の 実 態 を知 る こ とが で き、 さ らに 、 中 国磁 器 そ っ く り

に作 られ た ヨ ー ロ ッパ の 陶 磁 器 や 西 ア ジ アや 日本 ・ヨー ロ ッパ の 影響 を受 け た 中 国 磁 器 か

ら、 東西 の 文 化 交 流 を理 解 で きる。 陶 磁 器 を一 つ の 例 と して 、世 界 商業 の進 展 と17・18世

紀 の ア ジア をめ ぐる交 易 と文 化 交 流 の 歴 史 を理 解 させ る こ と をね らい と して 、 本 教 材 を取

り上 げ た 。

(2)本 時 の ね ら い 本 時 は2時 間 連 続 の 「演 習世 界 史」3回(6時 間)に お け る 第5時 限

目に あ た る 。 第1・2時 限 目 に明 ・清 ・李氏 朝 鮮 ・日本 と、 オ ス マ ンな ど イス ラ ム 帝 国 の

動 向 を 、 第3・4時 限 目に オ ラ ン ダの 盛 衰 、 イギ リス 革 命 、 三 十 年 戦 争 、ブ ル ボ ン朝 と普 ・

填 の動 向 、 ロ シア の 発 展 を学 ぶ 。 本 時 は 陶磁 器 や茶 を例 と して ア ジ ア交 易 へ の ヨー ロ ッパ

人 の 参 入 と17・18世 紀 の 東 西 文 化 交流 を学 び 、 第6時 限 目に は砂 糖 ・綿 花 ・コ ー ヒー ・奴

隷 な どの取 り引 き を中心 に した 大西 洋 貿 易 の展 開 と英 仏植 民 地 争 奪 戦 争 につ い て学 ぶ 。 学

習 指 導 要 領 で の 関連 分 野 は 「世 界 史A」 の 「(2)一 体 化 す る 世 界 」 の 「イ ア ジ ア の 諸 帝

国 と ヨー ロ ッパ の主 権 国 家体 制 」 で あ る 。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○磁器の特 ○ 市 販 の 磁 器 を手 に取 り、土 器 ・陶 器 と比 べ 、 原 料 素焼 きの植木 鉢 ・陶
導

徴 、 英 語 の と焼成温度 ・製造技術が違 うことを理解する。 か つ 器 の鉢 ・有田焼 の壺 ・

入
chinaと い う て の 中国 の 特 産 品 と して 、 磁 器 が 英 語 でchinaと よ 英 和 辞 書 ・VTR

言葉 の由来 ば れ る こ と を知 る。 「日曜美術館」

○ アジ アの ○中国磁器 はアジア各地 に運ばれ、 イスラム世 界 に 「トプカプ宮 の 中国

磁 器交 易 と も多 く伝 わ った こ とを復 習 す る 。 青花」

イ ス ラ ム 世

界
展

017世 紀 の ○ 当時 の世 界商業 におけるアジア産の主 な商 品 は香 VTR「 世 界陶 芸紀

ア ジ ア に お 辛 料 、絹 な どで あ っ た こ とを確 認 す る。!7世 紀 初 頭 行」

け る交易 と オ ラ ン ダは東 イ ン ド会 社 を設 立 し、 中国 の 生 糸 や 絹 資 料 「東 イ ン ドか ら

ヨ ー ロ ツ パ 織物 ・陶磁器 、東南 アジアの香 辛料 などを輸 入 して の輸 入品」

人の参入 ヨー ロ ッパ 各 国 に販 売 す る と共 に 中国 産 の 生 糸 と 日

開 本銀 との交易で も利益 をあげた ことを理解 する。 年表

○ 日本の 磁 ○秀 吉の朝鮮出兵以後 、朝鮮人陶工 によ り有 田で 日 資料 「オ ラ ンダ東 イ

器 生 産の 開 本の磁 器生産が始 まった ことを理解する。 ン ド会社 名入 り有 田

始 の染付」

地図
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○ ヨ ー ロ ツ 018世 紀初頭 ヨーロ ッパで中国磁器な どを模 倣 して VTR「 世 界陶 芸紀

パの 磁器 生 磁器生 産が始 まったことを知る。 行 」 「マ イセ ン」

産 ○ 当時 の人 々が どの ような食器 を使用 してい たか を 資料

知 る

○ ヨ ー ロ ツ ○ ヨー ロ ッパ とア ジ アの 文 化 交 流 を示 す もの と して 資 料 「ヨー ロ ッパ と

パ と ア ジ ア は暦 法 ・時 計 ・地理 や科 挙 ・農本 思想 ・庭 園 ・漆 器 ・ アジアの文化交流」

の文化交流 扇 子 な どが あ る こ と を知 る。 日本 の 「鎖 国」 や 中 国

の 「海 禁 」 は ヨー ロ ッパ との 交 流 が体 制 の 動 揺 に は

至 らぬ よ う に した 政 策 で あ る こ と を確 認 す る 。

018世 紀 英 018世 紀英国で、喫茶の習慣 が広 まる ように な った 資料 「広東 にお け る

国の 喫茶 の こと、茶の対価 と して 中国 に大量 の銀が流 入 した こ 茶の取 り引 き」

習 慣 の広 ま

り

と を知 る。

ま ○世界商業 017・18世 紀 の ア ジ ア と ヨー ロ ッパ との 交 流 を 知 資料 「中国 か ら イギ

と
の進展 る と共 に、 ア メ リ カや ア フ リカ と ヨー ロ ッパ と の 交

易 と文 化 交流 や世 界商 業 の進 展 を示 す 例 と して 何 が

リスへの茶の輸出額」

め
あ る か な ど を考 え る 。

(4)評 価 の観 点 ①17・18世 紀 の ア ジ ア と ヨー ロ ッパ との 交 易 に お い て 、 陶磁 器 が 商 品 の

一 つ で あ り、世 界 各 地 の陶 磁 器 生 産 も東 西 文 化 の 交 流 の 一例 で あ る こ と を理解 で きた か 。

② 生 糸 ・香 辛 料 ・茶 な どが 当時 の世 界商 業 にお け る重 要 な 商 品 で あ る こ とを理 解 で きた か。

(5)指 導 上 の 留 意 点 ① 絹 や 茶 ・陶 磁 器 な どの 商 品 の対 価 と して の銀 の 中 国へ の流 入 に 着

目 させ る。 さ らに 、 ヨー ロ ッパ にお け る茶 の 消 費拡 大 に伴 う中 国へ の銀 の流 入 が 、 そ の 後

の ア ジ ア と ヨー ロ ッパ との 貿 易 構 造 の 変 化 につ なが る こ とに触 れ る 。② 図版 ・VTR・ 教

材 提 示 装 置 な どを活 用 し、 よ り具 体 的 に理 解 で きる よ うにす る 。
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ま と め

今 回の研 究は、「生徒 の主体 的な学習」の研究 ・実践 を 目指 し、常 に 「主 体 的 に学 ぶ とは ど

うい うことか」 とい う問い を念頭 に、互いの意見 をぶつけ合いなが ら、指導案を作成 して きた。

そ の中か ら 「生 徒 に主体的 に学習 させ る」 とい うことは、単 に作業 的 ・体験 的な学 習 を導 入す

るこ とである とい う限定的 なとらえ方 をす るので はな く、 もっと多様 な指導 の工 夫が可能 なの

で はないか とい う共通の認識 に到 った。そ こで まず、 シミュレー シ ョン教材 を利用 した取 組 で

は、生徒 同士 の討論 ・発表 を通 して、生徒が問題意識 を持 ち、 自ら探 求 してゆ こうとす る姿勢

を引 き出 した。 また、パ ソコ ンや視聴覚教材 を利用す ることによ り、生徒 の興味 ・関心 を引 き

っ ける とともに、探究 させ る材料 を与 えようと した取組 を行った。 さらに、プ リン ト(ワ ー ク

シー ト)の 工 夫 による生徒の能動的 な活動や資料等の提 示方法の工夫か ら、主体的 な探求 を導

き出す取組 などを行 ったが 、いず れ も何 らか の場面 において 「生徒 の主体的 な学習」 を引 き出

す こ とにがで きた。

しか し、我 々の研究主題 に も掲 げた ように、主体的 に 「学ぶ」 だけ で な く、 「行 動す る(で

きる)」 こ とが今 、地理 歴史科 に求め られてい る課題 である。その点 か ら考 えて み る と、必 ず

しも各々の取組が充分 であった とは言 えない。例 えば、「国際協 力」 につい て その重 要性 を理

解す るとい うだ けで な く、 もう一歩すす んで積極的 に参加 してゆ こう とい う生徒 の意識 を高 め

るための工夫が必要であ った。 また歴 史で は、歴 史的 な見方 ・考 え方 を もとに今 、 どの よ うに

行動 で きるか(す べ きか)を 具体 的に考察(決 意)さ せ るための工夫が大切 であった。今 回の

研 究で得た、 これ らの課題 を踏 まえ、今後 も 「主体的 に学 び行動で きる」 よ うな指導 の工 夫 を

追究 し、継続的 な検証 を してゆ きたい。
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概究主題 現代社 会の諸問題に対 し、主体的 に考 え、自 ら課題 を把握 し、

判断 し、解 決 してい く資質 や態度 を育成 する指導の工夫

1主 題 設 定 の理 由 と研 究 の 経 過

1主 題設定 の理 由

科学技術 の発展 は、生 産や流通か ら消費生活のあ りよ うまで を変 え、私た ちに物 質面 で の

充足 を もた らしたはず であ る。た とえば、情報通信技術の発達 によ り実現 した 、フ ァックス

や携帯電話 、パー ソナル コンピュー タの飛躍的 な普及 は、私た ちの社会生活 に大 きな利 便 を

与 えた。この情報 化の進展 はまだ過渡期 の段階であ り、公共部門で は次代の社会 目標 とも見

な されつつ ある。 しか し、 この ことが、本来は社会の現実の なかで見聞 きし、 あるいは触 れ

た り言葉 を交わ した りして獲得 して きたはず の事物や人間 との関係 を、その関係 を形 成す る

際 の入口に相当す る情報のみで覆い隠 して しまうような社会の実現 に終 わって しまうな ら、

私 たちか ら事 物や人間 との関係 を積極 的につ くろ うと試行錯誤す る個 々人の主体性 を奪 って

しまうだろ う。 また、その情報が玉石混清で多岐にわたるため に、受動的で偏 った受け取 り

方 をすれば、公正 な判断 につ なが るものか らはほ ど遠 い もの となって しま うに違い ない。

私 た ちは、科学技術の発展が人間の さまざまな活動 に 「光」 を与 えた反面 、 自然 環境へ の

負荷 を増 大 させ、人間 自身の安全 を脅かす 「影」 をも与 えたこ とを、す でに知 ってい る。 地

球環境 問題はその なかで も重要 な一例だ ろう。 しか し、酸性雨 による森林破壊 や温 室効果 ガ

スの地球温暖化 につい て、情報 として知 っている=眺 めているだけでは、それを課題 と して

把握 し問題 を解決 しよ うとす る姿勢 には ほど遠い。この ことを、 自分 の身近 な生活 を見 直 し

た上で、 自分 には何がで きるのか を考 え、社会 システムその ものが もつ 問題 点 と して主体 的

に考 えられ るようにな らなければ、私た ちがその事 象 と関係 を結 ぶ接点 にな らないか らだ。

現代社会は 、一つ の情報で判断す ることを許 さぬ、複合 的な要 因で生 じている諸問題 か ら

成 り立 ってい る と言 って もよい。学校教育の現場 では、生徒が情報 を与 え られ語彙 を増 や し

てい くだけで な く、具体的 な事例 を通 して学び、それ を使って言葉 で説 明で きた り、社会 人

となった後 も職業上 ・生活上生起す る諸問題 に対処で きるような見方 ・考 え方 を、自分 の従

来の見方 ・考 え方 に組 み込 めるe成 長で きるような授業が肝要であ ろう。その ような精神 態

度 は、物 質的 には豊 かな社会 のなかで、現状 を追認 し、無関心 なままその な りゆ きを現 在 の

政治 に任せ きりになっている、ご く私的 な生 き方 を豊か に してい く契機 にな りうる。

「生 きる力」 の源泉 とは、つ まる ところ自己の幸福 を追求する意志 にほか な らない。 そ の

ため には、自分の個 人史を どの ように未来 に向か ってかた ちつ くってい くのか を、具体 的 に

イ メージす るこ とが必要 である。未来の個人史 は自己責任 による選択 の連続だか らである。

そ して、ここで引 き出 された当事者感覚 を、さ らにすすんで社 会 システムの選択e改 革 の意

志へ と架橋で きる ような 「考える力」の育成 は急務であ ろう。課題追究型学習 は、そのた め

の準備運動 として必要不可 欠なのである。新学習指導要領 に即 して 、この課題追究 の型 や方

法 を工夫す るこ とが 、今年 度公民科研究 の主題であ る。
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2研 究 の経過

公民科部会 では、主題の趣 旨に沿 ったテーマ と して、「豊か な生活 と社 会福 祉 」 と 「望 ま

しい政 治の在 り方」 を扱 うことと し、2つ の分科会 に分かれて研究 を行った。

第1分 科会 では、課題追究型学習 を公民科の導入部 として進 めるため 、 『現代 社 会』 に新

しく加 わった大 項 目 「現代 に生 きる私た ちの課題」 の うち 「豊 かな生活 と社会福祉 」 を取 り

上 げ、LHRで の進路 指導 や ビジネス系 の専 門学校です でに一部行 われているラ イフプラ ン

の作成 を通 して、生徒 自己の将来 を具 体的な未来像 として提示す る作業 を とお して、人生 各

過程 にお ける さまざまな問題に対 処するため、就業 ・結婚 ・出産 ・娯楽 ・住宅 ・医療 ・税 な

どの うちか ら興 味関心 に応 じて課題 を設定 し、特 に社会保険や国民年金 、公共事業 な ど公 共

部 門が担 う社会 福祉 について、少子高齢社 会 との関連で将来の社会状況の変化 を見据 えなが

ら、基礎的 な説 明 も交 えた授 業展開の工 夫を検討 した。

第2分 科会 では、新学 習指導要領、『政治 ・経済』の大項 目にお ける 「現 代 の政 治」 の 中

の 「民主政治 の本質」 と 「現代 政治の特 質」 を取 り上げ る。最初 に、生徒 に独裁政 治 と民 主

政治 とを対比 させ 、生徒 が身近な問題 と照 らし合わせ なが ら主体的 に判断す る授業 を組 む。

次 に、独裁制へ の批判 として ヒ トラーを取 り上 げ、なぜ 当時の ドイツ人が民主制 を放棄 し、

一人の人間 に全権 を委 ね、遂 には戦争 に至 って しまったのか を学習す る。 さ らに、現代 の 民

主政治の体制 を比較検討す る。その ことによって、民主政治の本 質を深 く追究す る。最 後 に

現 代政治の特 質 として、薬害 エ イズの問題 を取 り上げ、その中か ら、生徒 は民主主義が 国民

の不 断の努力 によって維持 、発展 されて行 くものである事 を考察する よう指導の工夫 を行 っ

た。

3主 題 の展 開図

[問 題 解 決 的視 点 を生 み 出 す土 壌 とは な にか?l

l

l幸 福 の 追 求=「 生 きる力」 の 源泉1

1f

豊 かな生活 と社会福祉(第1分 科会)

ラ イフプラ ン作 成 を通 して将来の

課題 を追究す る「現代社会」の授業
-

望 ま しい政治の在 り方(第2分 科会)

擬似体験 を通 じて将 来の社会 システ

ムを考 える 「政治 ・経 済」の授業

経済 的側 面か らのア プローチ

自己選択 か ら社 会選択へ

政治的側面か らの アプローチ

1社 会選択か ら自己選択へ!

1

シ ミュ レー シ ョン装 置 と して の

ラ イ フ プ ラ ン作 成
i

当事者感覚 を引 き出す ため の

擬 似体験(モ デ リング)

1[

個人の幸福追求=「 生 きる力」 の育成
1

「i社 会の幸福追求e「 考 える力」 の育成
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H豊 かな 生 活 と社 会 福 祉(第1分 科 会)

一 ライフプラン作成 を通 して将来の課題 を追 究す る 「現代社会」 の授業一

1研 究内容 と方法

本分科会では 、全体 で4時 間の単元学習 を設定 した。第1・2時 では、 ライフプ ランの基 礎

とな る諸活動 を、人生上 のいつ 頃の時期 に設定す るか をアンケー ト方式 で記 入 し、 さらにその

諸活動 にかか る費用 を生涯賃金 との差で考 える作業 を行わせ る。第3時 では、 自己の身体 ・生

命の安全が脅か された事態 に備 える社会保険制度 について紹介 し、それを補 う生 命保険や老 後

に備 えるための年金制度 につ いて も説明 し、その多 くを私費で まかな うア メリカ合衆国の例 、

日本以上の高福祉 を実現 し、現在で は さまざまな問題 も抱 えるス ウェーデ ンの例 を取 り上げ、

比較 しなが ら将来の高齢福祉社会 の進展 を見据 えた公共部門の規模 も考 える。第4時 で は、 学

卒無業者(い わ ゆるフ リーター)の 問題 を取 り上げ、 ライフプ ラン作 成に際 して見え隠れする、

多様 な経験 を したい、有 名にな りたいなど、若者文化で個性 を発揮 したい とする 「夢」指 向 を

実際問題 と して検証す るこ とを通 して 、「豊 かな生活」 とは どうい うこ となのか を考 える。 こ

の4時 間の授 業の後、生徒 は個 々に、 自己の未来 において生起 して くる諸課題 の うち、最 も関

心 の もてる主題 を設定 して、課題追究の学習 に取 り組 む ことになる。なお、新学 習指導要領 に

おける関連 分野は、「現代社会」 の 「(1)現 代 に生 きる私 たちの課題」の うち、「豊か な生活 と

福祉社会」 であ る。

2指 導計画

1学 習 項 目1具 体的 な学習内容 ・学習項 目i留 意 点

《1》 ラ イ フプ ラ ンの 作 成

第 ラ イ フプ ラ ンの 作 成 ・自己 の ラ イ フ プ ラ ンを作 成す る
。 ・具 体 的 に考 え させ る よ

i ・生 涯 の 収 入 と、諸 活 動 に か か る 費 用 を うにす る 。

時 お お まか に 計算 す る 。 ・収支 の差 を計算 させ る

第 ラ イ フプ ラ ンの検 討 ・ラ イ フプ ラ ン中 の収 入 の種 別 や支 出 の ・給与 明細書 や各種 カ タ

2 各項 目を検討する。 ロ グな どを具 体的 に示

時 ・租 税 につ い て理 解 す る
。 す 。

《2》 ラ イ フプ ラ ンか らの 展 開 例

第 社会保険 をめ ぐって ・社 会 保 険 を理 解す る 。 ・将 来 の 自分 に も関 わ る

3 ・これか らの高齢社会 の中での社会 保障 問題 である ことを意識

時 や国家の役割 を考える。 さ せ る 。
一

第 君 は 「フ リ ー タ ー 予 ・ 「フ リ ー タ ー 」 に つ い て 考 え る こ と を ・現 時点 の ラ イ フ プ ラ ン

4 備 軍」 に な っ て い な 通 じて 、 働 くこ との 意 味 や 「豊 か な 生 と現実 のギ ャップに気

時 い か? 活 」 につ い て 考 え る 。 つ かせ る 。

《3》 ラ イフプ ランか ら展開す る課題追究学習

第 各自の課題追究学習 ・ラ イ フ プ ラ ンの作 成 を も とに 、 第3・ ・身 の 回 りの 出 来事 か ら

5 4時 の授 業 を参考に しなが ら自分 の将 社会 システムの選択 ま

時 来 に関 わ る こ とが らに つ い て個 々 に主 で カバ ー で きる よ う適

s 題 を設定 して課題 追究学習 を行 う。 宜 助 言 す る 。
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3指 導案

第1時 ライ フプランの作成

(1)本 時 のね らい

「ライフプラン」の作成 を通 じて、将来の進路 、収入、家族構 成、経 済活動 を考 え、将

来起 こる選択や決定 を意識 させ る。 また、各種の保険制度が予想外の事 態 に対 して必 要不

可 欠な制度であ るこ とを認識 させ る。

(2)本 時 の展開
一

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入
10

分

生涯賃金の実態 ・ 「ライフプ ラ ン」作 成前 に、 各種 資

料 を参考 に、生涯賃金 と生涯 に必 要

な金額 を計算す る。

・各種の 白書 を示 し、平 均賃

金や職種 ・年齢 に よる賃 金

差 に注 目させ る。

展

開

30

分

① 人生設計の作成

② 将来の収 入つ い

て

③ 必要 なお金 につ

いて

④ い くら余裕 が あ

るか?

⑤ 予想外 の支 出

・ラ イ フプ ラ ンの計 算 の前 段 階 と して

将 来設 計 を 問 うア ンケ ー トに答 え る。

・ア ンケ ー トの 結 果 に沿 っ て資 料 プ リ

ン トを使 い 、 生 涯 の 家計 収 入 の 概 算

を出 す 。

・生 涯 に必 要 とな る お 金 を項 目別 に整

理 し、具 体 的 に金 額 計算 す る 。

・予 想 収 入 か ら支 出 を 引 い た 余剰 金 を

計 算 す る 。

・ア ンケ ー ト項 目以外 の 基 本 的 な支 出

(直 接 税 や 各 種 保 険 費 用)が あ る こ

と を理 解 す る 。

・ア ンケ ー ト結 果(多 くは 支 出 が 収 入

を上 回 る こ と)か ら、 予 想 以 上 に経

済 的 自立 が 大 変 な こ と を理 解 す る。

・不 確 定 要 素 が 大 きい の で 、

細 部 に こだわ らず 、ア ンケー

ト記 入 させ る 。

・作 業 は シ ミュ レー シ ョ ンで

あ り、 金 利 や物 価 動 向 、 収

入 の伸 び な どの不 確 定 要 素

が あ る こ と を意 識 させ る 。

・各 個 人 で 考 え ら れ る 収 入

(遺 産 相 続 等)や 支 出 が あ

る か 考 え させ る。

・普段 は 意 識 しない 所 得 税 や

保 険 制 度 を強 調 す る 。

ま

と

め

10

分

一

保険制度の存在 ・将来の設計は予定通 りに行か ない こ

と、予想外の事態 に対 して経済 的 な

解決の方法 を考 える。

・予想外の事態 に対応す るため に公 的

な社会保険制度や私的 な生命保 険 ・

損害保険制度があることを理解する。

・突 然 の 死 や 大 病 、各 種 災害

の 可 能 性 を認 識 させ る 。

・保 険 制 度 につ い て は 、 簡 単

にふ れ る だ け にす る 。

(3)評 価 の観 点

① ア ンケー トはすべて将来の ことなので 、不確定要素 に対 して具体的 にイメージで きる

かが ポ イン トになる。作成過程でい い加減 に記入 させず、真剣 に考えて出来たかどうか。

② 将来の収入や支出についての意識が深 まったか。予想外の支出や収入の設定が出来たか。

③ 将 来のマ イナス要因 を考 えること、具体的 な解決方法 を考 えるこ とが 出来 たか。
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第2時 ライ フプラ ンの検討

(1)本 時の ね らい

「ライフプラ ン」 の結果 か ら予想外 の支 出項 目である直接税 ・各種 保険があ ること を理

解 させ る。 また、個 人の興味 にあ わせ て支 出項 目を具体的 に検討す る。

(2)本 時の展開
皿

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入
10

分

所得 税 ・住民税 ・

保 険の存在

・給与明細書 を使い、収入か ら税金 を

納め るこ と、就職後は社会保 険 に加

入す るこ とを理解す る。

・特 に生徒 のアルバ イ ト経験

者 か ら具体例 を提示 する。

展

開

30

分

①計 算の留意点

②個 別展 開

③所 得税 ・住 民税

とは何 か?

④ 社会保 険 とは何

か?

⑤ 生命保険 ・損 害

保険

・収入 には企業規 模別 ・産業別 ・学歴

別格差がある こと、支出に も個 人 に

よって大 きな違いがある ことを理解

する。

・ライフプランの各項 目について、 個人

の興 味 ・関心 にあわせて各 自で資 料

にあた り、具体 的な金 額 を計 算す る。

・各種 白書 を資料 に して生涯 に直接 税

を どれ くらい納 めるか理解す る。

・社会保険 には健康 ・厚生年金 ・雇用

の各保険 があるこ とを給与明細書 を

通 して理解す る。

・人生が プ ラン通 りに行 かない場合 は

どうい う状態が考 え られ るか 、 どう

した ら対応 で きるか考 え、具体 的 に

書 く。

・各 種 統 計 の提 示

・具 体 的 な生 涯 賃 金 、住 宅 路

線 価 、 自動 車 カ タ ログ 等 の

資 料 を示 す 。

・各 種 控 除 、税 率 の 累進 制 等

に注 意 させ る。

・保 険 が 必 要 な ケ ー ス を 自動

車 保 険 を例 に示 す 。

・一 般 的 な生 命 保 険 の モ デ ル

プ ラ ン ・カ タ ロ グ を使 い 展

開 す る。

ま
と

め

10

分

税 金 ・保険の重 要

性

・収入 に比べ て税金 ・保険の額が高 い

こと、なぜそれだけ必要 なのか考 える。

・交通事故 ・火事等 による家屋の被 害

や癌 などの病気等で どれ くらいの お

金が必要 になるか理解する。

・経 済破 綻 に 関 して 、 保 険 が

多 くの 役割 、 大 き な効 果 が

あ る こ と に気 づ か せ る。

(3)評 価 の観 点

① 直接税 ・各種保険が どれだけ生活に関わ っているか。その必要性 を理解 で きたか。

② 将 来の予想外の事態 に対 して解決方法 を考えるこ とがで きたか。保険制度 の重 要性 を

認識 したか。

第3時 社会保 険 をめ ぐって

(1)本 時 のね らい
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第1・2時 で 簡単 にふ れ た 社 会保 険 に つ い て 、そ の 必 要 性 を具 体 的 に考 え させ 、 社 会 保

険 制 度 の概 要 を理 解 させ る。 そ して 、 そ れ につ いて 大 き く異 な るや り方 を とっ て い る ア メ

リ カ合 衆 国 とス ウェ ー デ ン を と りあ げ 、両 者 の 比 較 を通 じて 、 これ か らの 日本 の 社 会 保 障

や 政 府 の あ り方 につ い て 考 え させ る 。

(2)本 時 の展 開
一

一

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入

10

分

人 生 に お け る リス

ク

病 気 に なっ た場 合 、 どの ような費用 が 、

どの 程 度 必 要 か知 る 。

・病 気 、 入 院 、重 病 の場 合 な ど

・医 療 費 に 関す る資 料 を用 意

・そ れ以 外 の リス クに 関 わ る

費 用 もお お まか に示 す 。

展

開

30

分

社会 保険

ア メリカの社 会 保

障制 度

ス ウェーデ ンの社

会保 障制度

典型 的 な2つ の タ

イプの社 会保障 制

度 について

社会保険 について理解する。

・社会保険 についての概略

現在の 日本の医療 、年金、介護、労 災、

雇用の各保険制度の概要 を理解 し、保

険料や給付額、給付 内容 を知 る。

医療制度 を中心 にア メリカの社 会保 障

制度 を理解す る。

・国民皆保険の制度は ない

・民間医療保険の発達

医療制度 を中心 にスウェーデ ンの社 会

保障制度 を理解する。

・高福祉 ・高負担

医療制度 を中心 にそれぞれの国の社会

保障 制度 につ い て 比 較 しな が ら考 え

る。

・資 料 を用 意 す る 。

・ワー ク シ ー トに保 険 料 な ど

計 算 させ な が ら記 入 させ 、

自分 の ラ イ フプ ラ ンの 中 で

考 え させ る 。

・民 間 医療 保 険 、 生 命 保 険 に

つ い て も簡単 に ふ れ る。

・資 料 を用 意 す る 。

・背 景 、 国民 の 意識 、 問 題 点

に もふ れ 、 考 え させ る。

・「大 きな政府 」「小 さな政府 」

・政 府 の役 割

・租 税 か 保 険 か

な ど も考 え させ る 。

ま
と

め
10

分
「

こ れ か らの 日本 これ か らの 日本 の あ るべ き社 会 保 障 に

つ い て 考 え る 。

・政 府 の 規模 、 役割 な ど

・今 後 の 高 齢 化 の進 行 に つ い

て も資 料 と と もに示 す 。

・自分 の ラ イ フプ ラ ン と の 関

連 も意 識 させ る 。

(3)評 価 の観点

① 社会保 険の必要性 を十分に理解 し、これか らの 自分 の生活 に も関わる問題 であ る とい

う意識 を もって考える ことがで きたか。

② 社会保 障の さまざまなかた ちや方向性 に対 して、興味 ・関心 を持 って 目を向け られ た

か。

③ これか らの社会保障 や政府 のあ り方 につ いて、考 えてい こうとす る意識が もてたか。
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(4)資 料

ワー クシー ト1(自 分 が 支払 う社 会 保 険 料 は い く ら ぐ らい?) (抜粋)

①健康保険保険料

一般 の労働者(政 管健保)の 場合
標準報酬 月額 の8.5%(そ れ を労使 で折 半)

賞与等の1%(本 人負担はその5分 の1)

(標 準報 酬 月 額 は 、8月1日 を基 準 と したそ の 前3ヶ 月 の 報 酬 の 平 均 金 額 を

も とに 算 定)

・年 収550万 円 の 人 の 場 合

標 準 報 酬 月 額 は約(〉 円

1ヶ 月 の保 険 料 は 約()円 ×0.085=約(円

そ の うち、 本 人 の 負担 分 は

約()円 ×0.5e約()円

一 一→1年 間 では 約()円

自分 の10年 ご との 保 険 料 を計 算 して 、 ワー ク シー ト2に 記 入 しよ う

③介護保険保険料

40才 ～64才 で は … 一般 労 働 者 の 場 合 、標 準 報酬 月 額 を もと に算 出

一 人 平 均 月3100円(政 管健 保 の場 合)で あ る(そ れ を労 使 で折 半)

65才 以上 では…所得段階 に応 じ市町村で設 定、一人平均

1年 では)円

一一→ 自分 の10年 ご との保 険 料 を計 算 して
、

⑤雇用保険保険料

・年 収550万 円 の 人 の場 合

1ヶ 月 の保 険 料 の本 人負 担 は 約(円 ×0。0055=約(円

1年 で は)円

→ 自分 の10年 ご との保 険 料 を計 算 して 、 ワー ク シー ト2に 記 入 しよ う

ワ ー ク シ ー ト2

(※数値 は、東洋経 済新報社 「社会保障年鑑2000年 版」 による)

(社 会保険料一覧表)

保険料 10代 20代 30代
S

健康保険

年金保険

介護保険

雇用保険

合 計

80代 ～ 合 計
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ワー クシー ト(生 涯 の収 入 と支 出 一覧表)

10代 20代 3・ 代i

()才 の 時

私 は

その頃 は

こん な私でいたい

収

入

賃

金

本人

配偶者

年 金

収入合計

支

出

基本生活費 一人 暮 ら し 月12万 円 … 年144万 円
ζ

夫 婦 月20万 円 … 年240万 円

子 ど も1人 月6万 円 … 年72万 円 ×

子 どもの教育

(公 立)

中学 校 ま で350万 円

高校 ま で570万 円()円 ×

大 学 ま で1100万 円

自動車 ()万 円 ×()台=()

住

宅

賃貸料

住宅購入 …
旅

行

国内

海外

趣 味 年()万 円 ×()年=()

税

社会保険料

支出合計
2

合 計

第4時 君 は 「フ リーター予備軍」 にな っていないか?

(1)本 時のね らい

せ っか くライフプラ ンを立 てなが ら、実際 には職業人 としての将来設計に関 して、ファッ

シ ョンと しての 「夢」 と、着実 なキ ャリァ形成 の現実 との 間が不分明 になっている生徒 が

多 い ことが予想 され る。本時では、特 に大都市 とその周辺で急増する高校生の 「フリーター」

指 向 を取 り上げ、進路指導の観点 も織 り込み なが ら、将来の 「豊 か な生 活」 が 、 「い ろい

ろ経験 したい」 「合 わない仕事 は した くない」 「有名 にな りたい」 「夢 を追 い続 け たい」 と

い った近視 眼的な職業 ・勤労観か らは必ず しも実現 しない ことを理解 させ 、 きたるべ き社

会 を生 きぬ くための基本的な姿勢 を形成 し、かつ 自身に とっての 「豊か な生活」 を模 索す

る足がか りを獲得す る ことを目標 とする。
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(2)本 時 の 展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

ライフプラ ンの再検討 ・前 時 で作 成 した ラ イ フプ ラ ン を見 直 ・前 時作 成 の ラ イ フ プ ラ

導 し、再検討す る。記入 した出来事 が ンをあ らか じめ回収 し

入 極端 に少なか った り、不 自然 な出来 て お き、 問 題 に な る 部
10

分 事 の連続や実現可能性の薄い出来事 分 を生徒 毎 にチ ェ ック

が な い か チ ェ ックす る。 し て お く 。

キ ャ リ ア ・ イ メ ー ジ の
・チ ェ ッ クが 特 に多 か っ た生 徒 の プ ラ ・プ ラ ン を紹 介 す る 生 徒

難 しさ ンを紹介 し、本 人にその理由 を述 べ にはあ らか じめ断 って

展
て もらい、将来 の夢 とそれを具 体的 お く。 プ ラ イバ シ ー の

な職業 と結 びつ ける ことの難 しさを 尊 重 に努 め る こ と。

考 え る。

開 フ リー タ ー と は何 か ・最 近 の 高 校 生 の 中 に フ リー ター 指 向 ・資 料 を 配 布 し、個 々 の

が 出 て きてい る ことを紹介 し、フリー 類型が理解 しやす い よ

30
ター指 向には どの ような類型が あ る う実際の経験者の 証言

のか を理解す る。 な ど具体例 を挙 げる。

将来の職業 を考 える
・ワー ク シー ト記 入作 業 を通 して 、 自 ・産 業 ・業 種 ・職 種 の 一

分
分が選ぶ職業 と興 味 ・関心 や適 性 の 覧表 も配布 し、 自分 の

判断 との関連な どを考える。 選ぶ職業 と適性 を考 え

る際 の参 考 とす る。

仕事 を通 して得 られ る ・ワ ー ク シ ー ト記 入 結 果 を 踏 ま え 、
・社会福祉 の観点か ら職

ま もの 「働 く と い う こ と」 が 名声 ・金 銭 の 業安定所などの公共部

と 獲得や夢 の実現 だけで はな く、 自己 門が職業紹介や労働市

め の適性 や興味 ・関心 を も考慮 して考 場の拡大 に果 た して い

10 え られ るべ きこ とを理 解 し、就 職 難 る役割 も指摘す る。

分 の現代社 会 にお け る 「生 きが い」に

1
つ い て 考 える 。

(3)評 価 の 観 点

① フ リー タ ー指 向が 、高 校 生 だ けで な く、 大学 生 や20代 の会 社 員 な どの世 代 に も見 られ

る こ とを理 解 した か 。就 職 した後 も 「仕 事 が 合 わ ない 」 な どの 理 由 で この 指 向 を再 び も

つ こ と もあ りえ る こ とを理 解 した上 で 、 フ リー タ ー をめ ぐる職 業 観 につ い て 考 え る こ と

が で きた か 。

② 「働 くとい う こ と」 に対 す る 自分 の ス タ ンス を考 え 、そ れ を具 体 的 な職 業 と結 び つ け

る こ とが で きた か 。 仕 事 を通 して 得 られ る 「生 きが い」 につ い て 、考 え を深 め られ た か。
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(4)資 料

1.フ リー ター の 類 型(日 本 労 働 研 究 機 構 作 成)
一

類 型1概 要1割 合

モ ラ トリア ム 型

A離 学 モ ラ トリア ム 型 職業や将来 に対す る見通 しを持 たず に

教 育 機 関 を 中退 ・修 了 し、 フ リー ター 男性の40%

と な っ た タ イプ

B離 職 モ ラ トリアム 型 離職時 に当初の見通 しが は っ き りしな 女性 の40%

い ま まフ リー ター と な った タ イプ

夢追求型

C芸 能志向型 バ ン ドや演 劇 、俳 優 な ど、 芸 能 関 係 を

志 向 して フ リー ター と な っ た タ イプ 男性 の20%

D職 人 ・ フ リ ー ラ ン ス ケ ー キ職 人 、バ ー テ ン ダー 、 脚 本 家 な

志向型 ど、 自分の技 能 ・技術 で身 を立 てる職 女性 の30%

業 を志 向 して フ リー タ ー とな る タ イプ

や むを得ず型

E正 規雇用志向型 正 規 雇用 を志 向 しつつ フ リー ター とな っ

た タイプ、 特定 の職業 に参 入機 会 を

待 っていた タイプ、お よび比 較的 正社

員 に近 い派遣 を選 んだ タイプ
男性 の40%

F期 間 限定型 学 費稼 ぎのため、 または次 の入学 時期

や就職 時期 まで といった期 間限定 の 見
女性 の30%

しを もっ て フ リー ター とな る タイ プ

Gプ ラ イ ベ ー ト ・ ト ラ 本人や家族の病気 、事 業の倒 産 、異性

ブル型 関係な どの トラブルが契 機 となって フ

リ ー タ ー と な っ た タ イ プ

2.ワ ー ク シ ー トの一 部(全 国 高等 学 校 進 路 指 導 協 議 会 編 『大 学 ガ イ ダ ン ス ノ ー ト 』実

務 教 育 出版 よ り)

「働 くとい うこと」 の意味 や意義 を、具体的な職業 を例 に考 えてみ よう。

■ 私が あ こがれる職業

職 業 名 その職業 に ひかれる理 由 どんな能力 ・資格が必要 か

圏

■ 上 記 の職 業 につ い て 、次 の 点 か らチ ェ ッ ク して み よ う。

興 味 ・関心 に合 っ て い る どんな興味?

性格や行動 の特性 に合 っている どん な性格?行 動の特性?

仕事 にや りがいがある どの よ うな 点 に?
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皿 望 ま しい政治 のあ り方(第2分 科会)

一擬似体験 を通 じての将来の社会システムを考える

1指 導計画

「政治 ・経済」の授業

学 習 項 目 具体的な学習内容 ・学習活動 留 意 点

《1》 望ましい政治とは何なのか考えよう

独裁政治は悪いか ・身近な問題から望ましい政治の在 り方を ・人々が自己の都合を重

第
考 え る きっ か け をつ か む。 視した り無関心である

1 ・ワー クシ ー トで独 裁 政 治 と民 主 政 治 を比 こ と に注 目 させ る。

時
較し、それぞれについての問題意識を持

つo

第 民主政治を批判する ・多様な独裁政治の形態を理解 し、民意を ・独裁政治の民衆抑圧に

2
まとめる困難 さに気づ く。

・現代日本政治の諸課題から民主政治の問

も触 れ る。

・身 近 な問 題 に引 きつ け

時 題点の概要を学習する。 て 考 え させ る。

《2》 民主政治の大切 さを知ろう

第 強 力 な 指 導 者(ヒ トラ ー)に 全 ・議会制民主主義を放棄 して しまう実例を ・現代日本の議会制民主

3 権を委任 した経緯 知 り、危険性 と必然性について学習する。 主義の現状と比較 させ

時 る 。

第 君の心が戦争を起こす ・なぜ ヒ トラー が支 持 され たのか を考 え る。 ・い じめなど身近な問題

4

・身近な問題に似ていることに気づ く。

・独裁制の危険性 と民主主義の重要性につ

に引 きつけて考えさせ

る。

時 い て 理 解 す る 。

《3》 民主政治の基本原理 を知ろう

第 現代の民主政治体制 ・民主政治の意義 と原理を理解する。 ・基本原理相互の関連を

5 ・議院内閣制と大統領制を比較する。 重 視 させ る 。

6
・制度や機構の維持運用に対する主権者の ・具 体 例 を示 す 。

時 不断の努力の必要性を理解する。

《4》 現代 日本政治の諸課題を知 り、望ましい政治を作るための行動を考えよう

"薬 害 エ イズ"問 題 にみ る 日本 ・薬 害エ イズ 問題 の概要 を知 り、ワー クシ ー ・具 体 例 を示 し、 リア ル

第 政 治 の 諸 課 題(Part1薬 害 工 ト作業から企業、行政、医療機関の三者 に伝えるよう工夫する。

7 イズ って 何?) の関係を理解する。

時
(指導案は省略) ・行政の機能の重大性を理解する。

・政 治 の 力 と世 論 の 力 を理 解 す る 。

"薬 害 エ イ ズ"問 題 に み る 日本 企業、行政、医療機関の行動についての ・正 答 を求 め る の で は な

第
政 治 の 諸 課 題(Part2な ぜ? シ ミュ レー シ ョン を通 して 問題 解 決 の視 く、可 能 性 を 示 す 。

8 薬害エイズ) 点 を探 る。 ・身近にある類似点を示

時
(指導案は省略) ・主権者の主体的な行動が民主政治を支え し自分に引きつけて考

る もの で あ る こ と を理 解 す る 。 え させ る 。

政治への国民の参加について ・行 政 ・企 業 ・国 民 ・医 師 ・マ ス コ ミの 各 ・状況設定が内包する問

第 立場を調べ予習するとともにでロールプ 題点を示唆する。

9 レイを行いながら問題解決の方途を探る。 ・総合的な提案をするよ

la
・各立 場(ポ ジ シ ョン)が 持つ 制約 を知 り

、 うに促 す 。

時 それを乗 り越える可能性を追究する。
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2指 導案

<1>望 ま しい政治 とは何 なの か考 えよう

第1時 「独 裁政 治 は悪い か」

q)本 時 のね らい

望 ましい政治の在 り方 について考 える導入部であ る。民主政治の在 り方 を考 える観 点 か

ら、独裁 政治 を民 主政治 に対立する政治 と して取 り上げ、両 者 を対比 させ なが らそれぞ れ

につ いての問題意識 を持 たせ る。

(2)本 時 の展 開

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

生徒 の手 に よ ・文化祭 の出 し物 につ いて、文化祭委員主 導 ・ワ ー ク シ ー ト① を配 布

る文化祭とは? 型 と生徒話 し合 い型 、 どちらが いいか考 え ・そ れぞ れ挙手 させ数 人 に

導 る 。 意 見 を 聞 く。

入
10

(文 化祭委員主導 の回答例:め ん どくさい ・自分 の都合 しか考 えてい

分 か ら文化祭委員がや って くれ た方がいい。 ない こ とに気 づ かせ る 。

話 し合い型の 回答例;や っぱ り自分た ちで

や りた い。)

あ なたが 望 む ・住み良い独裁政治の国(=A国)と 腐 敗 し ・ワ ー ク シ ー ト② を 配 布

政治 とは て い る民 主 政 治 の 国(=B国)を 比 較 し、

自分が どちらを支持す るか を考 える。 ・数 人 に発 表 させ 、次 の 発

問 につ なげる板書 をする。

・A国 選択 者はB国 選択者へ 、B国 選択 者 は ・数 人 に発 表 させ 、次 の 展
展

A国 選択者へ、それぞれ批 判 を考 える。 開 に関連 させ る ように板

(A国 選択 者への批 判)支 配者が変容 した 書 す る。

開 ら ど うす る の か 。 国 民 に は ど うす る こ と も

で き ない で は な い か 。

(B国 選択者へ の批判)議 員が腐敗 して い
35

る とい うことはそれを選 んでいる国民 自身

が不 真 面 目だ とい う こ とで は な い の か 。

分
独裁政治 と民 ・それぞれの批判 の具体例 を考え、問題 意識 ・考 え させ 、 数 人 に発 表 さ

主政治の 問題 を持 つ 。 せ る 。

点 (A国 選択者 への批判 の具 体例) ・簡 単 な紹 介 に と どめ る 。

どんな国があるか?

(B国 選択者へ の批判の具体例)

日本 の選挙体 質、圧力 団体 、低投票率

ま

・独 裁 政 治 につ い て 、 自己 の 都 合 や無 関 心 を

と
理 由に支持す る ものがいることを確認する。

め
・民主政治で は主権者の行動が問 われ る こ と

を確 認 す る。
一
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・A国 につ いて;

独 裁 についての議論 は多岐 にわた乙が 、独裁 についての以下の ような定義 、す なわ ち

「① 行政 ・立 法 ・司法 ・軍事 な どの諸権力が身分的支配者 や君 主 で はない とこ ろの一人

または少数の グループ に実質的に集中す ることであ り、② それ は現行法体系 を停止 あ る

いは無視す ることによって成立 し、③ その結果 、市民的 自由権 は大幅 に否認 され、④ 諸

権力手段 は専制 的に使用 され、 しか も⑤ 政治的 決定は、 イデ オロギーや使命感 に よっ

て迅速 かつ脅迫的にな されやす い とい う特徴 を持つ政治支配の形 態」(高 畠通 敏 『新版

政治学へ の道案内』 三一書 房1984)を 押 さえた上で、授業 においては、民主政治 に対 立

す る政治 の在 り方 として、民意が極めて反映 され に くく主権者 の 自由な政治的意思 表明

が弾圧 される上記③④⑤ を強調 したモデ ルを設定する。

・B国 につ いて:

日本 をモデル とす る。民主政治 の基本原理である、国民主権主義 、議 会制民主主義 、

権力分立制 、法の支 配が制度 として整 っている一 方で、制 度の運用 、主権者 の行動等 の

面で問題 を抱 えてい るモデルであ る。

(3)評 価の観点

① 独裁政治 を支持す る者がい ることに気づ くことがで きたか。

② 政治家 の腐敗 は主権者 の行動 に依拠 する ものであるこ とに気づ くこ とがで きたか。

第2時 「民主政治 を批判 する」

(1)本 時の ね らい

独裁政治の具体的 な事例お よび民主政 治の問題点 につい ての具体的 な事例 を取 り上 げ、

現 実の民主政治の課題 についての問題意識 を深 め、望 ま しい政治の在 り方 を探 らせ る。

(2)本 時の展開

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

生徒 の手 に よる ・前 時 の プ リ ン トの 結 果 を見 な が ら
、文 ・資料(前 時の生徒 の意 見 を

文化祭 とは? 化祭の出 し物 をどうや って決めれ ば よ ま とめ た もの)を 配 布す る。

い か 考 え る 。 ・前 時 の プ リ ン ト結 果 を 読 む

導
(Qど うや って決 め る?A話 し合 え 時 間 を持 つ 。

ば い い 。Qど うや っ て?A文 化 祭 ・指導者が必要 なこ とに気づ

入
委員 が 司 会 して 、み ん なで意 見言 って、 か せ る。

採 決 して。Q文 化祭委員は司会で き ・ク ラ スの メ ンバ ーが 積 極 的

る?み んな、ち ゃん と意見 とか い うの? で な い と、 決 め る こ とが 困
10

バ ラバ ラの意見が出て きたらどうす る 難 な こ と に気 づ か せ る。

の?「 早 く帰 りた いか らなんで もいい」 ・ ク ラ ス の メ ン バ ー が ク ラ ス

分
とか言 う人 い るん じゃ ない?) 全体の ことを考 える必 要が

・民 意 を ま とめ る困 難 さ に気づ く あ る こ とを 気 づ か せ る。

→ み ん な の意 見 を ま とめ て くれ る リ ー ・説 教 調 に な ら ない よ う気 を

ダー が必 要 だ。 つ け た い 。
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→ メ ン バ ー 一 人 一 人 が ク ラ ス の こ と を

1 考 え て くれ な き ゃだ め だ。
一

さまざまな独 裁 ・多様 な独裁政治 の形態が あるこ とを理 ・資 料 を配 布 す る。

政 治(リ ー ダ ー 解 す る 。 ・そ れ ぞ れ の例 は あ く まで 一

が必要 だ) ・ナ ポ レオ ンの例 か ら、独 裁 は政 治 的 安 面 で あ り、一 方 で 民 衆 の 抑

ナ ポ レオ ン 定 をもた らす一面が ある ことを理 解す 1圧 もお こ なわ れ た こ と に も

展 開発独裁 る 。 ふ れ る 。

民主集 中制 、他 ・開発独裁 の例か ら、経済発 展には強力

な指導力が必要 な場合 がある ことを理

開 解 す る。

現代 日本政 治 の ・制 度 が 整 って い て も、 主権 者 の行 動 と
・資 料 を 配布 す る 。

35
課題 か らみ る民 運用如何で は、民意の反映は失われ る ・批 判 的 な視 点 で は な く、 ク

主政 治の問題 点 危険があ ることを理解する。 ラス文化祭 出 し物 問題 に引

(一 人一 人 が ちゃ きつけて誰 もが陥る可 能性

分 ん と考 え な き ゃ を示 す 。

だめだ)

日本の選挙

圧力団体

低投票率

ま ・望 ま しい政 治 の 在 り方 につ いて 考 える。 ・次時の予告 を含 んだ問題 意

と

め
(主 権者 が主体 的 に リー ダー を選択 し 識 を持 たせ る。

5 監視 する民主政 治)

分

(3)評 価 の 観 点

①

②

③

多様 な独裁政治 の形態 を理 解で きたか。

民主政 治の問題点 を理解で きたか。

望 ま しい政 治 の 在 り方 を追 究 しよ う と して い る か 。

〈資料〉

《ワー ク シー ト① 》

ど っ ちが い い?

① 文 化 祭 。 ク ラ ス の 出 し物 どっ ち が い い です か。(ど ち らか に ○ を つ け る)

A:文 化 祭 委 員が な ん で も決 め て み ん な が そ れ に従 っ てや って い く型

B:み ん なで 話 し合 っ て決 め 、 そ れ に従 っ て や っ て い く型

● そ れ は なぜ です か。()

② 文 化 祭 。 ク ラ ス の 出 し物 み ん な で 決 め る と して 、 ど うや っ て 決 め た らい い です か 。 具体 的 に 書 いて くだ さい 。

()1

《ワー ク シ ー ト② 》

どっ ちが い い?そ の2

① この 世 に次 の 二 つ の 国 しか な い と した らあ な た は ど ち らの 国 に住 み た い で す か 。

A国:と て も住 み 良 い ん だ け ど独 裁 政 治 の 国

この 国 は政 治 に対 して ま じめ な 一 人 の 支 配 者 に支 配 され て い る 国 で す 。 そ の 支 配 者 は 国 民 が 幸 せ に 暮 らせ

る よ う に と、 い ろ い ろ な 施 策 を迅 速確 実 に お こな い ます 。普 通 に暮 ら して い る 分 に は な に不 自由 の な い 生 活

が 保 障 され て い ます 。 しか し、 国 民 が 政 治 に 口 を出 す こ とや 支配 者 を批 判 す る こ とは絶 対 に 許 され ませ ん 。
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即死刑です。この点についてはとても厳 しく取 り締まりがあります。つまり、いい支配者なんだけど国の政

治については一切物が言えず、刃向かうとちょっと怖い国です。

B国:民 主政治なんだけど国会議員が腐敗 している国

この国は民主的な政治を行うための制度が整っている国です。選挙をして国会議員を選んでその人達の話

し合いによって政治が決まります。 しか し、国会議員達はあまりまじめではあ りません。彼 らは腐敗 してい

ます。国民 もあまり心地よくは暮らしていません。でも政治に関して国民は全 く自由に物が言えます。国会

議員をいくら批判 しようと捕まることはあ りません。立候補 も年齢以外の制限はありません。つまり、国会

議員は腐敗 しているんだけど、政治について自由に考えることがで き、場合によっては国民が政治参加する

ことも可能な国です。

さあ、どちらがいいですか。よいと思う方に○をつけて ください。A国 ・B国

② どうしてその国を選んだのですか。

()

<2>民 主政 治の大切 さを知 ろ う

国の指導 を一人 に任 せて しま うこ との危険性一 ヒ トラー を例 と して一

第3時 強力な指導者(ヒ トラー)に 全権 を委任 した経緯

(1)本 時のね らい

生徒 が 、議会制民 主主義 の精神 を放棄 して 、一人の指導者(ヒ トラー)に 全権 を委任 し

て しまった経緯 を勉 強する ことに よって、その危険性 を現代の民主主義の現状 と照 ら し合

わせ なが ら、考察す る。

(2)本 時の展開

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入

10

分

ヒ トラ ー と い

う人 物 の 紹 介

・ヒ トラー の写 真 を提 示 す る 。 ア ウ シ ュ ビ ッ

ツのユ ダヤ 人 虐殺 の話 をす る。

・ヒ トラー の 生 い立 ち を簡 潔 に話 す 。

・ヒ トラ ーの 危 険性 を認 識

す る よ うに す る 。

展

開

35

分

ヒ トラーの 議

会 制民主 主 義

批 判の紹 介

ワイマ ー ル共

和 国の崩 壊 と

「独 裁 制 」 へ

の道

・ 『我 が 闘争 』 を資 料 と して 、生 徒 に読 ませ

る。

・ワ イマ ー ル 共 和 国 に お け る議 会 制 民 主 主 義

の 混 乱 ぶ りと ドイ ツの 困 難 な状 況 が 、 当 時

の ドイ ツ国 民 に、 強 力 な リー ダー シ ッ プ を

発揮 す る政 治 家 を求 め た こ と を理 解 す る 。

・全 権 委 任 法 に よ っ て 、ヒ トラ ー に 全 権 を 委

ね た 経 過 を説 明 す る。

・現代 日本の 議会 制民 主主

義 の在 り方 及び総理大 臣

の リー ダーシ ップにつ い

て考 え させ る。

ま

と

め

5

分

なぜ ヒ トラ ー

に全 権 を 委 ね

たの か

・ヒ トラ ー に全 権 を委 任 した 経 緯 は 理 解 した

が 、で は なぜ もっ と立派 な指 導者 に委 ねず 、

ヒ トラ ーの よ うな男 に委 ね たの か を考 察 す

る。

・左 の よ う な疑 問 を生 徒 は

持 つ 。

・第4時 に この 疑 問 を深 く

考 察 す る。

(3)評 価 の観 点

① 現 代 日本の民主 主義 とワイマール共和国 にお ける議会制民主主義の現状 とが比較 で き
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たか。

② ワイマ ール共和 国が 「ヒ トラーの独裁」 に至 って しまった危険性 と共 にその必然 性 を

理解で きたか 。

③ なぜ ヒ トラーの ような男 に全権 を委 ねて しまったのか とい う疑問が持 てたか。

第4時 君の心 が戦争 を起 こす

(1)本 時の ね らい

第3時 の授業 を受 けて、なぜ 当時の ドイツ人が ヒ トラーを支持 した のかを追究 する。 さ

らに戦争 に至 って しまった理 由 について深 く追究 し、そ れが 自分の身近 な問題 と類 似 して

い るこ とに気付 く。

(2)本 時の展 開

学 習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導

入
10

分

復習 とヒ トラー

の ビデ オ鑑 賞

・前 時 の復 習 を簡 潔 に行 い 、 ヒ トラ ー の 演 説

の ビデ オ を見 せ る 。

・ヒ トラ ー とい う人 物 とそ

れ を熱 狂 的 に 支持 す る 人

た ち を実 感 と して 知 っ て

も ら う。

展

開

35

分

なぜ ヒ トラー

を支持 したか

なぜ戦争に至っ

て しまっ たの

か

・ヒ トラー の 巧 み な大 衆操 作 を知 る 。

・当 時 の ドイ ツ人 の 置 か れ た状 況 とそ の 怒 り

と夢 につ い て 話 し、 そ れ を ヒ トラー が 語 っ

た こ と を話 す 。

・ヒ トラ ー を支 持 した 層 、 反 対 した 層 、 傍 観

した 層 、無 関 心 な層 に分 け、 そ れ ぞ れ に つ

い て 、考 察 す る。

・丸 山真 男 の論 文 を資料 に して戦争 の芽 が徐 々

にで きて い く過 程 を説 明 す る。

・具 体 例 を挙 げ て説 明す る。

・い じめ の 問 題 な ど生 徒 の

身 近 な問 題 と照 ら し合 わ

せ なが ら説 明 す る 。

・生 徒 とと もにジェスチ ャー

を交 えて 説 明 す る 。

ま

と
め

5

分

「独裁 制」 の

危険性

・君 の 心 が 戦 争 を起 こす とい うこの 授 業 の 題

名 の 意 味 を考 え させ る。 そ こか ら生 徒 は 、

ヒ トラ ーの 例 か ら一 人 の 人間 に政 治 を 任 せ

る こ とが よ い こ となの か どうか 考 え る。

・さまざまな欠陥 はあ るが

民主政治の大切 さが生 徒

に深 く認識 される よ うに

す る。

(3)評 価 の観 点

① ヒ トラーを支持 して しまった社会的 、心理的 メカニズ ムを理解 した か。

② 上記 の こ とが現在の 自分 たちに もあ りえる事 だと追究 したか。

③ 「独 裁制」の危険性 と民主主義の重要性 について、切実 に捉 えたか。

<3>民 主政 治の基本原理 を知 ろ う

第5・6時 現 代の民主主義体制

(1)本 時のね らい

前4時 間の授業 をふ り返 り、民主政治の意義 とその原理 を理解す るとと もに、世 界の政 体
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を比 較 し、 わが 国 の政 体 の特 徴 と、そ の問 題 点 を知 る。

(2>本 時 の 展 開

学習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

民 主 政 治 の ・前 時 まで の 授 業 をふ り返 り
、(個 人 と社 ・A国 と ドイ ッの 類 似 性 や 相 意

導 正統制 会の幸福追 求 とい う観点 か ら)民 主政 点 に言 及 し、第二次世界大 戦

治が現在 、世 界 にお いて正統 制 を認 め が 人類 に とっ て 、 ま た は 日本

られ て い る こ とを 知 り、 そ の 背 景 と な に とっ て も、 そ こか ら多 くを

る歴史的経験 との 関連 を理 解す る。 ま 学 ばなければな らない経験 と

入 た、 ドイツの経 験 は わが国 の経 験 と類 な っ て い る こ とに 触 れ る。

似 す る面 もあ る こ と を知 る。

民主 政 治 の ・民主政 治 を支 え る原理 であ る国民 主権 ・用語の説 明に終始 す るこ とな

原理 や代 議 制 、 人 権 の 保 障 、 権 力 の 分 立 、 く、相互の関連 に よ り民 主 政

法 の支配 な どを理 解 し、 なぜ それ らが 治 が 成 り立 っ て い る こ とへ の

民主 政 体の 民主政 治 を支 える もの とな ってい るか 理解 を促す。

比較 を考 察 す る 。

・民主政 体の代 表 的 な もの であ る イギ リ ・三権 分立の原則 の意義 につ い

ス の議 院内 閣制 とアメ リカの大統 領 制 て触 れ、各国が その原則 を踏

日本 国 憲 法 を比較 し、 その相 違点 と共 通点 に気付 まえなが ら政体 を工夫す る こ

展
に み る 日本

の政治体制

く。 民 主 政 体 に もい ろ い ろ な もの が あ

り、 各 国 そ れ ぞ れ が 、 そ の 国 の 歴 史 や

とに よ って 、 そ れ ぞ れの 政 治

風 土 をつ くって い る具 体 例 を

文化、社 会 に合 った政 体 を持 ってい る 示 す 。

こ と を理 解 す る。

・日本 の現 在 の 政 治 政 体 は
、 イ ギ リス の

開
議院内閣制 に似ている ことに気付 く。

・旧憲法下 の体 制 と新憲法 下 の体制 を比 ・日本が 第二次世 界大 戦へ と突

較 し、 そ の 相 違 点 に気 付 く。 どの よ う き進 ん で い っ た 原 因 を、 旧 憲

な意図か ら現在 の わが 国の政 治体制 が 法下の体制 の問題 点か ら考 察

つ くられ て い る の か を考 察 す る。 す る よ う促 す 。

.

・ドイ ツの 現 政 体 も、 ワ イ マ ー ル 時 代 へ ・ ドイ ツの 大 統 領 の性 格 、 ま た

の 反省 か ら、 ど の よ うな 配 慮 が な さ れ て は内閣不信任制度 にお け る建

い るか を知 る 。 設的不信任投票 な ど、具 体例

を示 す 。

日本 の 政 治 ・日本 の 政 治 体 制 ・機 構 に お い て 、 国 民 ・情 報 の 公 開 、 地 方 分 権 化 、 行

体 制 の 問 題 審査、地 方政 治 と国政 との関係 、 行政 政 の民 主化な どの動 きに触 れ

点 の在 り方 な どに どの よ うな課 題が あ る る 。

ま か 考 える 。

と
国民主権 ・制度や機 構 は絶対 的 な もの で はな くそ

の機 能が 十分 に発揮 され るよ うに修正

・政 治 権 力 は 国民 よ り設 定 さ れ

るが 、 そ の行 使 の あ り方 も 、

め され、そ の運 用上 の工夫 が不 断 にな さ 国民 に よ り吟味 され る必要 が

れ る必 要 が あ る こ と 、 ま た そ れ が 主 権 あ る こ とを指 摘 す る 。

者 であ る国民 の義務 で もあ るのが民 主

政治 の根 本原理であ るこ とを理解す る。
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〈資 料 〉 ※第8校 時にて使 用

シ ミュ レ・一 シ ョン シ ー ト

ア メ リカ で は 早 期 にエ イ ズへ の対 応 が な さ れ た の に 、 日本 で は ア メ リカ と比 較 して2年

4ヵ 月対 応 が 遅 れ た 。 そ の 間 の企 業(製 薬 会 社)・ 行 政 ・医 療 機 関 の態 度 や 行 動 は 、 どの よ

う な過 程 で 決 定 さ れ たの か。 想 像 しなが ら、意 志 決 定 過 程 の3つ の モ デ ル の どれ に 当 て は

ま る か 考 え よ う。

〈 問 題 の2年4ヵ 月(1983年3月 ～85年7月)〉

ア メ リ カで は… …

1983年3月 ア メ リカ 防疫 セ ン ター(CDC)が 、次 の こ とを正 式 発 表 した 。

「…血 友 病 患 者 の エ イズ は 、 治療 薬 と して 使 わ れ て い る非 加 熱 血 液 製 剤

が 原 因 とみ られ る … 」

→ エ イズ は ウ ィル ス で あ り、 輸 血 に よる 感 染経 路 が 疑 われ る 、 とい う見

解 に対 して 、 血 友 病 の 治療 薬 と して エ イズ に対 す る有 効 性 が 期 待 され

た加 熱 製剤 が 認 可 され た 。

1984年5月

同年9月

同年10月

日本 で は … …

1985年7月

エイズ ウ ィルスは同定 され、抗体検査 も開始 され る。

血 液製剤 に含 まれ るエ イズ ウィルス を加熱す る と不活性化 する こ とが証

明 され る。

ア メリカ血友病財団(NHF)も 非加熱製剤か ら加熱製剤へ 変更す べ きこ

とを勧告。

加 熱製剤 は5社 一括 して承認 される。

意志決定過 程の3つ のモデ ル

⑤ 合理 的決定

明確 な問題意識が あ り、解決 までの過程が 目的 に向 けて合理 的で首尾一貫 して い

る。迅 速に決定す る。

最適方法

A三 圖 一
最 短

⑤ 組織 的決定

組織 内の作業手続 きに基づ いて決定(前 例重視)。 各組織 の要請 を重視す る。

また、組織内の利益 を重視す る傾 向。決定 の結果が合理 的で な くても説明が可能。
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脚 関係重視(組 織内 ・組織間)

⑤ 政治的決定

組織 内の人間関係の 反映 した決定。個々人の問題への利害 と駆け引 きを重視す る。

人 人

人 人 人 力関係 ・利害重視
注G.Allisonの 政 策 決

定 過 程論 を参 考 に考

案 したモ デ ルであ る。

<4>現 代 日本 政 治 の 諸 課 題 を知 り、望 ま しい政 治 を作 る た めの 行 動 を考 え よ う

第10時 政 治 へ の 国 民 の参 加 に つ い て

(1)本 時 の ね らい

望 ま しい 政治 の あ り方 の ま とめ と して 、架 空 の 状 況 設 定 で 行 政 ・企 業 ・国民 ・医 師 ・マ

ス コ ミの 立 場 か ら、 どの よ うに 問題 解 決 に向 けて 関 わ って い くか の ロ ー ル プ レ イ を行 う。

そ れ ぞ れ の 立 場 の 持 つ 制 約 を乗 り越 えて 、い か に望 ま しい結 果 を引 き出 す か 、 シ ミュ レー

シ ョンす る 中で 、国 民 が 具 体 的 な ビ ジ ョ ンを持 っ て 、政 治 に 関 わ って い く重 要 性 と主 権 者

と して そ れ を担 う責 任 に気 づ く。

ロ ー ル プ レ イで は 、 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら主張 、 行 動 す る こ とに よ って 、 そ れ ぞ れ の 立 場

の論 点 、状 況 を把 握 させ 、お 互 い の 立 場 を理 解 させ る よ うにす る 。今 回 の ロー ル プ レ イ で

は 、 さ らに 、 お 互 い の 立 場(ポ ジ シ ョン)か らの 見 解 が 、課 題 に 対 して 建 設 的 な合 意 や 提

案 の創 造 に結 び つ くよ う 、工 夫 して 進 め る こ と とす る。

また 、 第9校 時 にお い て は、 ロー ル プ レイの 方 法 を学 ぶ と と も に、 行 政 ・企 業 ・国 民 ・

医 師 ・マ ス コ ミに つ い て 、 イ ン ター ネ ッ トや担 当 者 を訪 問 す る な どに よ り、 そ れ ぞ れ の 役

割 を十 分 理 解 す る調 べ 学 習 を行 う。
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(2)本 時 の 展 開

1
一

学 習項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

ロ ー ル プ レ ・架 空 のA病 の 発 生 に対 して 、 そ れ ぞ ・状 況 設 定 の ポ イ ン トとな る 点 を

導 イの確認 れ の 立 場(ポ ジ シ ョ ン)か ら どの よ わか りやす く提 示で きる よ うに

う に 関 わ っ て い くか を ロ ー ル プ レ イ 配 慮 す る 。

入 す る こ と と 、 そ の 状 況 設 定 に つ い て

理 解 す る。

5者 の 立 場 ・5つ の グ ル ー プ に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ ・国 民 とマ ス コ ミの 立 場 は 、 こ の

展 上の制約 の立場 の制約 につ いて あ らか じめ確 状 況につ いてい まだ知 らされ て

認 す る。 い な い とい う設 定 なの で 、 も し

開
各立 場 の方 ・グル ー プ 毎 に どの よ う な 行 動 を と る 仮 にA病 の存在 を知 った らど う

針制作 か 方針 を立 て る 。 ま た 、 そ の 方 針 を するか、 または他の立場 に対 し

各 立 場 の 方 遂行 す る に あ っ た っ て 、 他 の 立 場 へ て 、 どの よ うに 対 応 して ほ しい

針 、 要 望 発 の要望事 項 を挙げてお く。 か を考える ように指示 をす る。

表 ・時 間 を決 めて 相談 タ イム を とる。

・各立場 の方 針 要望 を きき、そ れ に対 ・ 「マ ス コ ミ」 は 各 立 場 へ の イ ン

して 、 どの よ う な 回 答 をす る か 、 ま タ ビ ュー事 項 を考 え る 。

た、方針 を変更 す る必要 は ないか 、

他 の立場 への質問等 を協 議す る。

要 望 へ の 回 ・あ らか じめ 司会 者 をた てて各立 場 同

答 士 で質疑 応答 をする。

合 意 の形 成 ・こ の事 態 に どの よ う に 対 応 す る べ き ・各立場 の要求 を主張す るだ けで

(討 論) かを討論 する。 な く、総合的 な提案 をす る よ う

に促 す。5つ の立場以外 の立場

へ の要望 ・依頼 も可能であ る事

最終決論 を 示唆 す る 。

・各立場 毎 に再 度、 方針 と他 の立 場へ

の要望 を話 し合 う。

ま
結論発表 ・各 立 場 の 決 定 を 発 表 し、 この ロ ー ル

と プ レイ に よ っ て 気 づ い た 事 な ど 、 互

め い に感 想 を述 べ 合 う。

(3)評 価の観点

① それぞ れの立場 の持 つ制 約 を乗 り越 える ことの難 しさを感 じる ことがで きたか。

② 問題解決 に向けて、 自他 の立場 を活 か し合 う発想 を持 つ ことがで きたか

③ お互いの コ ミュニケーシ ョンを通 して、事態 を解決に導 く糸口を探 る事 がで きたか。

④ 情 報の公開 は、責任 の分散 につなが り、最終的 には国民 の 自己責任 が問われ る事 に気

づいたか?
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〈資料 〉

状況設定

最近 、原因不明のA病 が アメリカか ら日本 に上陸 して きた。突然 に3日 間、高熱 を出 し

て亡 くなるケースが増 えて きている。治療薬 は まだ開発 されていない。A病 患者の10%が 、

ガ ン患者 と して抗 がん剤Bを 投与 されている者 であった と報告 されてお り、ア メリカで は

抗が ん剤Bの 投与 を一時停止する よう勧 告する措 置が取 られた。ただ し、抗が ん剤BとA

病 との 因果 関係 は立 証 されていない。

日本 では、抗 がん剤Bは 副作用 も少 な く、 ガンー般 には効 果が高い として、比較 的安価

にて大量 に販 売 されて、使用 されてい る。

一方 、抗 がん剤 と しては、Bよ りも効果が高い と して製薬 会社 が認可 を求め ている新薬

Cは 副作用 と して性 染色体 に損傷 を与 える等 の懸念があ り、厚 生省では認 可 を手控 えて い

る状況 である。

ちなみに新 薬Cを 開発 してい るの は一社であ り、大量生 産体制は整 ってい ない。販 売 さ

れ れば高額 となる ことが予想 される。

また、い まだ 日本で はA病 についての情報はマス メデ ィアに乗 ってい ない。

各立場の制約

【行 政(厚 生省)1国 民全体の健康の維持増進 を図る責任 を負い企業や医師 に対 して、指 導的 立

場 にあ る。 国民の安全 を考 え薬品の認定 などを図 るとともに判断によっては、

企業 に多大 な損害 を与 え、国民か らも損 害賠 償 を要求 され る立場 にあ る。

1企 業(製 薬会社)i医 薬 品の販売開発を通 して、社会 に貢献 している。 しか し、企業 であ るか ら

には 営 利 が 第 一 目的 で あ る。 他 社 との競 争 に 勝 ち残 って い か な け れ ば な ら な

い 。 ま た 、 同時 に 、賠 償 責 任 を負 う リス ク も も って い る。

塵 医療の専 門家であ る。 しか し、A病 については不明 な点が 多 く、説明や判 断

は難 しい。そ して 、A病 もガ ンも患者の生命 にかか わる病気 であ り、経過 に

よって は、訴訟 に発展す る可能性 もあ る。 また 、新薬Cの 効果 とその対 価 と

しての価格 を どの ように判断す るかが迫 られてい る。

塵 医 学 の 専 門家 で は な い。 そ の た め 、実 際 の 医 療 現 場 で は 、医 師 の判 断 に依 存

す る傾 向が あ る。 高 額 の 新 薬Cは す べ て の 人 が 服 用 で きる訳 で はな い。 また 、

情 報 の 真 偽 が 判 断 で きな いの で 、 ・センセ ー シ ョナ ルな報道 に触 れる と、パ ニ ッ

ク に陥 る危 険 性 を持 っ てい る。

1マスコ ミ(新 聞社)1国 民 に最新の情 報 を提 供 し、世論 を形 成す る一助 とな る とい う社 会 的役

割 を担 っ て い る。 しか し、マ ス コ ミ も企 業 で あ るか らに は 営 利 を考 え る 必

要 もあ る 。
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ワ ー ク シ ー ト
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IV分 析 と考 察

1生 徒の状況

第1分 科会 、第2分 科会 それぞれ に、指導案 を実 際の授業 に取 り入 れて試行錯誤を行った。

第1分 科会 のラ イフプラ ンの作成で は、生徒 自身がい まだ夢 と現実 の分離 した意識 の 中で

生活 してい る年代で あるこ とか ら、プランの立て方 がい きお いステ レオタイプの型 には まっ

た ものにな りやす く、個 々人の生 き方の志向性 を反映 した ものにな りに くい とい う傾 向が 見

られた。第2分 科会 の意思 決定過程モデ ルを使 った作業学習で は、個 々の意思 決定 の過程 を

なぜ それぞれのモデルに分類 したのか、言葉で説明す ることに困難 を示す生徒 が見受け られ

た。 しか し、この2つ の作業学習 はいず れ も生徒 が問題の本質に深 く関わってい く視 点や 態

度 を育 てる仕掛 け(ハ ー ド)で あ り、む しろそこにつ まずいて くれる ことがね らいで もあ る。

そのつ まず き、引っ掛 か りを見守 り、解 きほ ぐし、導 く援助(ソ フ ト)を担 当す るのがわ れわ

れ教員の役 目である。その意味 でこの指導案 は、生 徒が 自ら課題 を把握す る契機 をつ くる も

ので あるが 、同時にそれが生徒 それぞ れの中で展開 され るよう指導 の工夫が な される こ とを

教員側 に要求 する もので もある。

2第1分 科 会 の研 究 内 容 に つ い て

第1分 科 会 で は 、 ラ イ フ プ ラ ンの 作 成 を通 して 自己 の 未 来像 を か た ちづ く り、 そ こか ら さ

ま ざ ま な課 題 を追 究 して い く授 業 を工 夫 した。生 徒 は 、 ラ イフ プ ラ ンの作 成 と人生 の諸 費 用

の 計 算 を通 して将 来 の 自分 の姿 、生 き方 を具 体 的 に イ メー ジ し よ う と し、 自分 を取 りま き こ

れ か らそ の 中 で生 きて い く社 会 を実 感 を も って と らえ る端 緒 とす る こ とが で きた 。その上 で 、

社 会 保 険 や フ リー ター の 問題 につ い て考 え る こ と を通 して 、 自分 自身 に とっ て の 「豊 か な 生

活 」、 自分 を と りま く真 の 「豊 か な社 会 」 を実 現 して い くた め に 主 体 的 に考 え 、 学 ん で い こ

う とい う姿 勢 を もたせ る こ とが で きた。 そ れ を課題 追 究学 習 や 公 民 科 科 目の他 の 領域 で の 学

習 を通 じて さ らに深 め させ て い くこ とが 、 これ か らの 課題 で あ る 。

3第2分 科会 の研究 内容 について

第2分 科会 では、「望 ま しい政治のあ り方」 を考察す るよう、3つ の視 点 か ら授 業 の工 夫

を行 った。第一 の視点 は、独裁政治 と民主政治 を、生徒 の身近 な問題 か ら対比 させ るこ とに

よって、生徒 にそれぞれについての問題意識 を持たせた。第二 の視点 は、過去 の歴 史か らヒ

トラーを取 り上 げ、国の指導 を一人 に任せて しまうことの恐 ろ しさを生徒 に認識 させた。 第

三の視点 は、現代 日本政治 の問題 として、"薬 害 エ イズ問題"を 取 り上 げ、主権 者 と して ど

の ように政治 に参加すべ きかを考 え させ た。以上の3つ の視点 に共通 して意識 した ことは、

生徒 をその当事者 の立場 に立 たせ 、生徒が主体的に問題解決をする ような授業 を計画 した こ

とで ある。
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